
 

　市交通安全対策協議会の主催により交通事故死ゼロを目指す日の４月10日、マルナカ南あ

わじ店前で市内キャンペーンとして同協議会メンバーによるチラシ配布と出前式自転車交通

安全教室が開かれました。キャンペーンを前に南あわじ警察署の宇
う

仁
に

菅
すが

悟交通課長は「県下で

自転車の事故が多数発生しており、自転車側に問題があるケースも多い。自転車に乗る人のマ

ナー向上を目指している」とあいさつしました。

　またこの日は吉備国際大学の学生もチラシの配布に参加。同大２年の向井康貴さんは「この

キャンペーンが悲惨な交通事故の減少につながればと思う」と話してくれました。

吉備大生、交通安全の呼びかけに参加
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市民交流センター（モデル地区）が開設１年を迎えました
～ モデル地区の検証状況のお知らせ ～

【検証概要】市役所の窓口サービスを補うため、モデルとして行っている各種証明書の発行や市役所への書類等の取次
　ぎにおいて、「気軽に利用できる身近な窓口」となっている。また、窓口事務においても概ねスムーズに行われている。

【検証概要】主催事業、講座・サークル活動など、市民交流センター開設後においても、従来の事業や活動を引継いで行
　 っており、更には、地域づくり事業交付金を活用し、地域のつながりを強化するため交流事業を拡充するなど充実さ
　 れたものもみられる。引き継ぎ今後も、地域のみなさんが集い、
　 楽しみや学習の場となるよう取り組んでいく。

【ねらい】自分たちの地域にある様々な課題や地域を良くすることについて、みなさんが集まり話し合っていくという
　 「地域の話し合いの場づくり」がどのように創られているか

【みえた課題】
　・地域づくり協議会が発足したが、地域の話し合いの場と
　　しての仕組みづくりにおいて苦慮している
　・地域づくり協議会と既存団体等との連携を強化するため
　　役割を明確にしていく
　・地域づくりの主役である住民との情報共有が不足してい
　　る（情報提供の充実）

〈意見〉 
　・地域のつながりが希薄化している
　・活動の実施主体が少なく、役員中心の活動となっている
　・地域やまちづくりへの関心がまだまだ低い。関心があって
　　も当事者としての意識が低い
　　（大いにある・ある程度関心がある割合：松帆61％、
　　伊加利45％、西淡志知53％、神代66％、三原志知59％）
　・地域づくり協議会や地域活動の取り組みが十分に周知されていない
　　（取り組みの認知度：松帆30％、伊加利51％、西淡志知39％、神代39％、三原志知47％）
　※平成25年度に各市民交流センターで実施した「地域づくりに関する住民アンケート調査」より

【対応方向】
　・「組織・人づくり」をテーマに研修をするなど、地域づくり協議会の体制強化を図る
　・地域や地域活動に関心が高まるよう情報の共有化を図る（地区広報紙等の充実）

平成25年度 松帆 伊加利 西淡志知 神代 三原志知 合計

証明書発行件数 226件 111件 166件 235件 233件 971件

申請者数 147人 84人 124人 193人 154人 702人

（地区人口との割合） 3％ 15％ 10％ 6％ 11％ 6％
（地区世帯数との割合） 7％ 38％ 29％ 17％ 32％ 16％

　平成２７年４月からの本格実施に先立ち、平成２5年４月からスター
トした松帆、伊加利、西淡志知、神代、三原志知の５地区の市民交流
センターモデル事業について、１年目の検証を行いました。

問市民課☎43-5023

ご存知ですか？
　市民交流センターには、次の３つの役割があります。
　この３つの役割ごとに基本的な視点を定め、モデル検証を行
いました。センターの主な目的である役割１「地域コミュニテ
ィの支援」を中心に検証状況の概要をお知らせします。
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▲南淡路農業公園株式会社に指定証を交付しました

恒
久
平
和
を
誓
い
、
戦
没
者
追
悼
式

　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
丘
の
指
定
管
理
者
に

「
南
淡
路
農
業
公
園
株
式
会
社
」

が
決
定
し
、
3
月
31
日
、
指
定
証

を
交
付
し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
の
期
間
は
、
平
成
２6

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
3
月

末
ま
で
の
5
年
間
で
す
。

　

指
定
証
を
受
け
取
っ
た
同
社
の

田
村
事
務
局
長
は
「
公
共
の
施
設

を
管
理
し
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に

置
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
適
切
な
維

持
管
理
と
地
域
貢
献
に
務
め
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲戦没者に献花を行う参加者
▲南あわじ警察署で委嘱状が手渡されました（4月1日）

▲中田市長を訪問した平川さん（中央）と藤原さん（右）

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の
委
嘱
状
伝
達
式

再
任
も
あ
り
ま
す
。

　

伝
達
式
で
は
4
人
が
出
席
し
て

中
本 

忠
署
長
か
ら
一
人
ひ
と
り

に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
委
員
は

次
の
人
た
ち
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◆
地
域
交
通
安
全
活
動

　
推
進
委
員

　
久
井
　
輝
洋
（
神　

代
）
再
任

　
竹
中
　
正
勝
（
阿
那
賀
）
再
任

　
松
本
　
裕
昭
（
阿　

万
）
再
任

　
岡
田
　
秋
廣
（
広　

田
）
新
任

　
藤
本
　
裕
子
（
八　

木
）
新
任

　

地
域
の
交
通
安
全
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
動
す
る
「
地
域
交
通
安

全
活
動
推
進
委
員
」
の
委
嘱
状
伝

達
式
が
４
月
１
日
、
南
あ
わ
じ
警

察
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
の
推
進
委
員
は
5
人

で
、
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
た
り
、
地
域
の

人
た
ち
か
ら
の
意
見
を
聞
い
た
り

し
て
、
交
通
安
全
の
啓
発
や
交
通

モ
ラ
ル
の
向
上
に
む
け
た
Ｐ
Ｒ
な

ど
幅
広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
い
ま
す
。
兵
庫
県
公
安
委
員
会

か
ら
委
嘱
さ
れ
、任
期
は
２
年
で
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
の
指
定
管
理

ク
イ
ー
ン
淡
路
、
市
長
を
訪
問

　

先
の
戦
争
で
戦
地
に
赴
き
、
尊

い
命
を
落
と
し
た
２
４
９
９
人
を

悼
む
「
南
あ
わ
じ
市
戦
没
者
追
悼

式
」
が
４
月
８
日
、
文
化
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
戦
没
者
の
遺
族
約

３
５
０
人
が
出
席
。
舞
台
に
設
け

ら
れ
た
慰
霊
碑
に
戦
没
者
の
魂
を

招
き
、
犠
牲
者
に
黙
と
う
を
捧
げ

ま
し
た
。

　

ま
た
参
加
全
員
が
白
い
菊
の
花

を
献
花
し
、
犠
牲
者
の
魂
を
慰
め

る
と
と
も
に
、
恒
久
平
和
を
祈
り

手
を
あ
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

第
34
代
ク
イ
ー
ン
淡
路
に
就
任

し
た
市
内
在
住
の
平
川
恵
理
佳
さ

ん
と
藤
原
美
香
さ
ん
の
２
人
が
３

月
２７
日
、
市
役
所
中
央
庁
舎
を
訪

れ
、
中
田
市
長
に
就
任
の
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

中
田
市
長
は
「
忙
し
い
と
思
う

が
、
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
激
励
。

平
川
さ
ん
は
「
生
ま
れ
育
っ
た
淡

路
島
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
」、
藤
川
さ
ん
は
「
淡

路
島
の
良
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
一
生
懸
命
１
年
間
務
め
ま
す
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

家
畜
共
済
に
永
年
加
入
の
多
頭

飼
育
農
家
の
う
ち
、
飼
育
管
理
が

優
秀
で
事
故
が
極
め
て
少
な
い
農

家
に
対
し
、
兵
庫
県
農
業
共
済
組

合
連
合
会
長
の
表
彰
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

▽
乳
牛
の
部

　
太
田
　
昭
司
　（
八　

木
）

　
中
村
　
秀
吉
　（
北
阿
万
）

　
細
川
　
知
大
　（
八　

木
）

▽
肉
用
牛
の
部

　
藤
原
　
　
孝
　（
倭　

文
）

　
南
　
　
昌
明
　（
賀　

集
）

　
前
川
　
正
一
　（
榎　

列
）

優
良
農
家
表
彰

2

役割１　地域コミュニティの支援（住民主体の地域づくりへの支援）

役割2　市役所窓口サービスの補完（住民票等諸証明の発行、書類等の取次ぎ）

役割３　公民館活動（従来の公民館活動を引継いでいく）

松帆地域づくり協議会の様子
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吉
備
国
際
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
度

           

入
学
宣
誓
式
を
挙
行

　
吉
備
国
際
大
学
高
梁
キ
ャ
ン

パ
ス
で
４
月
４
日
、
新
入
生
と
そ

の
家
族
、
大
学
教
職
員
や
高
梁

市
、
南
あ
わ
じ
市
関
係
者
な
ど
が

出
席
し
、
吉
備
国
際
大
学
・
吉
備

国
際
大
学
短
期
大
学
部
・
順
正
高

等
看
護
福
祉
専
門
学
校
の
３
校
合

同
に
よ
る
平
成
２6
年
度
入
学
宣
誓

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
創
成
農
学
部
の
新
入
生
や

保
護
者
、
教
職
員
も
、
南
あ
わ
じ

志
知
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
バ
ス
で
移

動
し
、
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
吉
備
国
際
大
学
・
吉

備
国
際
大
学
短
期
大
学
部
の
松
本

皓
学
長
と
順
正
高
等
看
護
福
祉
専

門
学
校
の
津
尾
佳
典
校
長
に
よ
っ

て
、
３
校
の
新
入
生
７
０
９
人
の

入
学
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
学
長
は
「
常
日
頃
か
ら
研

鑽
を
積
み
、
世
の
中
の
動
き
を
正

し
く
見
抜
く
力
を
身
に
つ
け
て
く

だ
さ
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
地
域
創
成
農
学
部

の
新
入
生
お
よ
び
教
員
は
、
吉
備

国
際
大
学
高
梁
キ
ャ
ン
パ
ス
２
号

館
屋
上
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
で
記
念
撮

影
の
後
、
南
あ
わ
じ
市
へ
の
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

問
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室

　
☎
4２
・
４
７
０
０

安
全
・
安
心
な
ふ
る
さ
と
を
目
指
し
て

　

市
内
で
は
、２
月
下
旬
を
皮
切
り

に
各
地
区
で
春
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。今
年
も
色
鮮
や
か
な
だ
ん

じ
り
が
若
者
達
の
活
気
あ
る
掛
け

声
と
と
も
に
練
ら
れ
、威
勢
良
い
だ

ん
じ
り
唄
が
春
の
空
に
響
き
渡
り

ま
し
た
。祭
り
に
出
か
け
ら
れ
、春

の
到
来
を
感
じ
、ま
た
元
気
を
も
ら

わ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、思
い
起
こ
し
ま
す
と
、昨

年
の
4
月
13
日
に
は
淡
路
島
地
震

が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。島
内
３
市

の
中
で
は
南
あ
わ
じ
市
の
被
害
は

比
較
的
少
な
か
っ
た
も
の
の
、あ
ら

た
め
て
自
然
災
害
に
備
え
る
こ
と

の
大
切
さ
、ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
は

「
備
え
よ
常
に
！
」と
い
う
言
葉
が

大
切
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、ま
さ

に「
備
え
あ
れ
ば
う
れ
い
な
し
」で

あ
る
と
思
い
を
あ
ら
た
に
致
し
ま

し
た
。

　

国
に
お
い
て
は
、国
土
強
靭
化
、

防
災
・
減
災
対
策
が
叫
ば
れ
て
お
り

ま
す
。兵
庫
県
で
は
津
波
防
災
イ
ン

フ
ラ
整
備
５
箇
年
計
画
に
よ
り
、福

良
港
、阿
万
港
、沼
島
漁
港
な
ど
が

重
要
地
区
に
指
定
さ
れ
、福
良
湾
口

防
波
堤
の
検
討
が
地
区
住
民
の
方

と
一
体
と
な
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。先
日
も
国
会
議
員
へ
の
要

望
活
動
の
折
、国
土
強
靭
化
の
事
業

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、さ
ま
ざ

ま
な
助
言
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。も
ち
ろ
ん
必
要
な
事
業
は
積
極

的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
が
、こ
う

い
っ
た
事
業
を
単
独
財
源
で
行
っ
て

オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
悪
徳
商
法
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
私
た
ち
の

消
費
生
活
の
中
に
は
潜
ん
で
お
り

ま
す
。市
で
は
、消
費
者
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
た
め
、消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
を
設
け
、消
費
生
活
相
談
及

び
消
費
者
啓
発
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。今
後
も
継
続
し
て
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
相
談
窓
口
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、出
前
講
座
な
ど
の
啓
発

活
動
を
通
し
て
、巧
妙
化
す
る
悪
質

商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、携
帯
電
話
等
に
お
け
る
架

空
請
求
な
ど
に
対
す
る
被
害
防
止

に
努
め
る
と
と
も
に
、高
齢
者
等
の

被
害
に
遭
う
リ
ス
ク
が
高
い
消
費

者
を
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
中
心

と
し
た
地
域
の
関
係
者
の
連
携
に

よ
り
、見
守
る
体
制
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

は
、防
災
・
減
災
、消
費
者
の
安
全
・

安
心
対
策
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な

施
策
展
開
が
必
要
で
す
。今
を
生
き

る
も
の
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
な
ふ

る
さ
と
は
必
要
不
可
欠
で
す
が
、そ

の
ふ
る
さ
と
を
将
来
世
代
に
引
き

継
ぐ
こ
と
も
私
た
ち
の
使
命
で
あ

り
ま
す
。市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、安
全
・
安
心
な
ふ
る
さ
と

づ
く
り
へ
の
施
策
に
対
し
て
、よ
り
一

層
の
ご
理
解
と
協
働
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

い
く
こ
と
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ

り
ま
す
。国
や
県
の
施
策
・
支
援
に

ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
な
が
ら
、

よ
り
有
利
な
方
法
で
事
業
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
と
い
い
ま
す
と
、防

災
・
減
災
対
策
に
目
が
い
き
が
ち
で

す
が
、消
費
生
活
の
安
全
・
安
心
も

避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▲若人の広場から望む福良湾

今月の納税

　固定資産税･･･・・・・・・・・・【 １期 】
軽自動車税･･･・・・・・・・・・【全期】

納期限　６月２日(月)
《納期内に忘れず納付しましょう》

問税務課☎43-5022、収税課☎43-5034

　市税の納付書は、１期送付時に１年分の納付書をまとめて発
送しますので、納付書の期別及び納期限にご留意の上、納付を
お願いします。

　納付書を右のイラ
ストのように一括して
送付します。
※口座振替の場合
は、納税通知書、課
税証明書が送付さ
れます。

市県民税、固定資産税の場合

一括納付について

　１年間分の税額を一括でお支払いただく場合、市県民税、固
定資産税については、全期納付書をご使用ください。

市税の納付書の発送方法

▲左から鳥取さん、芝さん

▲大谷消防団長▲高梁キャンパスで開かれた入学宣誓式の様子

さ
ん
か
ら
の
人
権
相
談
を
受
け
問

題
解
決
に
努
め
た
り
、
法
務
局
職

員
と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に
よ
る

被
害
者
の
救
済
を
す
る
ほ
か
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
で
次
の
委
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

              

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
長
尾
　
忠
義　
（
広　

田
）

　
城
越
　
信
子　
（
倭　

文
）

　
福
原
美
千
代　
（
津　

井
）

　
岡
　
　
一
秀　
（
志　

知
）

　

市
役
所
中
央
庁
舎
に
お
い
て
４

月
14
日
、
神
戸
地
方
法
務
局
洲
本

支
局
長
か
ら
、
３
月
31
日
付
で
人

権
擁
護
委
員
を
退
任
し
た
鳥
取
太

一
さ
ん
（
福
良
）
に
在
任
中
の
功

績
を
讃
え
神
戸
地
方
法
務
局
長
感

謝
状
が
、
４
月
１
日
付
で
新
た
に

就
任
し
た
芝
壽
郎
委
員
に
法
務
大

臣
か
ら
の
委
嘱
状
が
そ
れ
ぞ
れ
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
法
務
大

臣
の
委
嘱
を
受
け
、
市
民
の
人
権

を
守
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る

民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
皆

　

大
谷
毅
さ
ん
（
倭
文
）
が
４
月

１
日
、
新
た
に
市
消
防
団
長
に
就

任
し
ま
し
た
。
任
期
は
２8
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
伝
達
式

消
防
団
長
、
幹
部
団
員
の
紹
介

納税通知書
全期納付書

全

２
３

４

１

第１期分納付書
第２期分納付書

第３期分納付書
第４期分納付書

課税明細書

※期別及び納期限を
　確認してください

　

市
消
防
団
の
幹
部
が
下
記
の
と

お
り
変
わ
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

団
長　
　
　
　

  

大
谷　
　

毅

選
任
副
団
長　

 

前
川　

健
作

　
　
　
　
　
　
　

細
川　

知
大

方
面
隊
長

▽
緑
方
面  

　
　
宮
崎　

典
弘

▽
西
淡
方
面　
　

池
田　

剛
久

▽
三
原
方
面　
　

藤
原　

広
規

▽
南
淡
方
面　
　

波
戸
崎
直
弘

方
面
副
隊
長

▽
緑
方
面　
　
　

梶か
じ　
　

大
尚

▽
西
淡
方
面　
　

正
木　

秀
和

▽
三
原
方
面　
　

清
水　

英
一

▽
南
淡
方
面　
　

中
川　

順
博

選
任
分
団
長
（
地
区
名
）

　
渕
本
　
幸
男　
（
八　

木
）

　
前
川
あ
け
み　
（
榎　

列
）

　
芝
　
　
壽
郎　
（
福　

良
）

　
松
坂
　
壽
仁　
（
潮
美
台
）

　
折
口
　
一
美
　（
阿　

万
）

　

奥
田
泰
大
（
広
田
）、
辻
脇
学

（
緑
倭
文
）、
傳で
ん

寳ぽ
う

孝
敏
（
松
帆
）、

土
居
貴
志
（
湊
）、中
尾
幸
博
（
津

井
）、
谷
晃
治
（
阿
那
賀
）、
馬
野

純
次
（
伊
加
利
）、中
川
拓
也
（
西

淡
志
知
）、
道
上
裕
二
（
榎
列
）、

森
圭
輔（
八
木
）、井
上
英
樹（
市
）、

村
本
明
義（
神
代
）、木
全
秀
昌（
三

原
倭
文
）、仁
里
厚
（
三
原
志
知
）、

中
村
茂
弘（
福
良
）、福
本
章
良（
賀

集
）、
森
文
昭
（
北
阿
万
）、
沖
田

任
弘
（
潮
美
台
）、榎
本
英
樹
（
阿

万
）、
安
田
昌
宏
（
灘
）、
磯
崎
剛

（
沼
島
）

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　             （４月１6 日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 420件 58,926,719円

市外（島内） 60件 11,363,000円

市外（島外） 282件 33,899,940円

合計 762件 104,189,659円

詳細は市のホームページで掲載しています

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税

26年度市県民税（所得・課税）証明書
   ※25年中所得分
■発行開始　６月２日（月）から
　※なお、25年度以前の市県民税（所得・課税）証明    
　　書は、随時発行しています。
■発行場所　総合窓口センター・支所・出張所・連
　絡所・市民交流センター

所得証明書および課税証明書の発行について



真
野
多
江
、
安
部
こ
ず
恵

肥
田
理
江
、
樫
野
尚
子

曽
根
英
次
、
古
池
美
穂

野
口
恵
利
奈

【
少
子
対
策
課
】

課
長
（
田
村
福
祉
課
長

兼
務
）

職
員　

前
田
秀
美
、

真
野
美
智
子
、
森
浦
勇
人

【
西
淡
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
】

所
長（
兼
地
域
防
災
・
振

興
担
当
）　

垣
本
秀
子

職
員　

船
本
武
身
、

上
野
百
恵
、
柏
木
映
理
子

千
川
佳
奈
、
雨
堤
知
世

東　

智
美
、
坂
本
裕
美

髙
木
世
理
奈

産
業
振
興
部

部
長
（
兼
鳴
門
の
渦
潮

世
界
遺
産
登
録
推
進
室

長
）
興　

津　

良　

祐

【
鳴
門
の
渦
潮
世
界
遺

産
登
録
推
進
室
】

室
長
（
興
津
産
業
振
興

部
長
兼
務
）

職
員　

向
井　

聡

【
商
工
観
光
課
】

課
長
（
兼
企
業
誘
致
課

長
兼
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
室
長
）
阿
部
員
久

職
員　

原
口
言
美
、

松
山　

勤
、
土
井　

勤

前
川
倫
章

【
企
業
誘
致
課
】

課
長
（
阿
部
商
工
観
光

課
長
兼
務
）

職
員　

並
木
慶
彰

【
水
産
振
興
課
】

次
長
（
兼
総
務
課
長
）

　

      

佃　
　

信　

夫

【
総
務
課
】

課
長
（
佃
総
務
部
次
長

兼
務
）

職
員　

加
野
泰
生
、

井
上
拓
也
、
榎
本　

新

谷
口
直
美
、
前
田
さ
ゆ
り

原
田
恭
宏
、
露
本
和
也

河
野
沙
織
、
宮
本　

唯

【
防
災
課
】

課
長　

藤
本
和
宏

職
員　

以
頭
和
之
、

吉
原
千
佳
、
福
田
晃
久

彦
坂
和
宏
、
阿
在
祐
輔

【
情
報
課
】

課
長　

土
肥
一
二

職
員　

木
下
耕
一
、

古
川
浩
司
、
奥
田
泰
大

赤
井
達
弘
、
山
野
絵
美

坂
口
宏
樹
、
前
野
洋
司

藤
田
隆
翁
、
榎
本
全
克

辻
西　

敦
、
増
田
賢
司

林　
　

誠
、
中
川
達
也

山
本
沙
也
香

選
挙
管
理
委
員
会

【
事
務
局
】

書
記
長
（
細
川
総
務
部

長
兼
務
）

書
記
（
総
務
課
井
上
・

原
田
・
露
本
兼
務
）

【
緑
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
】

市
長

      　

中

田

勝

久

副
市
長

      　

川

野

四

朗

　

      

矢　

谷　

浩　

平

教
育
長

　

      

岡

田

昌

史

議
会
事
務
局

局
長　

小　

坂　

利　

夫

【
議
会
事
務
局
】

課
長　

垣　

光
弘

職
員　

船
本
有
美
、

川
添
卓
也
、
小
川
浩
子

斉
藤
浩
平

市
長
公
室

室
長　

土
井
本  

環

部
長
（
総
合
調
整
・
新

庁
舎
建
設
担
当
）

　
　
　

橋

本

浩

嗣

【
市
長
公
室
】

課
長
（
兼
大
学
応
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
推
進
担
当
）

　
　
　
　

北
川
真
由
美

職
員　

木
田
博
仁
、

佐
藤
佳
史
、
山
家
光
泰

栄
井
賢
次
、
秦　

伸
行

原
口　

涼
、
山
本
真
美

松
本
潤
子
、
山
口
明
宏

総
務
部

部
長
（
兼
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
書
記
長
）

　
　
　

細　

川　

貴　

弘

6
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市
職
員
の
配
置

中
央
庁
舎

緑
庁
舎

西
淡
庁
舎

　

平
成
26
年
５
月
１
日
現
在
に
お
け
る

所
長
（
兼
地
域
防
災
・

振
興
担
当
兼
倭
文
支
所

長
）　

岡
本
良
次

職
員　

前
川
恵
理
、

井
戸
麻
理
子
、
沼
田
晋
吾

井
筒
あ
ゆ
み
、
大
西
重
三
子

武
市
知
也
、
野
上
典
子

健
康
福
祉
部

部
長　

馬　

部　
総　
一　
郎

【
福
祉
課
】

課
長
（
兼
少
子
対
策
課

長
）　

田
村
愛
子

職
員　

児
玉
裕
仁
、

澤
田
浩
明
、
齋
藤
浩
二

中
村
尚
之
、
近
藤
ひ
か
り

河
井
美
和
、
高
野
晴
充

西
川
純
歩
、
瓶
井
彰
人

古
川
実
香
、
濵
口
知
明

細
川
隆
弘

【
長
寿
福
祉
課
】

課
長　

大
谷
武
司

職
員　

橋
本
里
美
、

芝
美
智
世
、
西
谷
由
佳

野
田
憲
範
、
田
坂
千
佐
美

石
田
緩
子
、
豊
田
章
裕

藤
江
朋
代
、
居
内
昭
人

橋
本
正
人
、
水
田
智
子

楠
原
靖
人
、
原
口
友
理
子

【
保
険
課
】

課
長　

川
本
眞
須
美

職
員　

郷
野
仁
史
、

板
野
あ
ゆ
美
、
土
居
真
夕

真
野
匡
史
、
森
花
愛
子

前
川
恭
範

【
健
康
課
】

課
長　

小
西
正
文

職
員　

垣
貴
美
子
、

永
田
加
織
、
荒
木
柳
子

浅
井
優
子
、
譽
田
志
緒
理

内
原
孝
美
、
小
林
有
美

課
長　

榎
本
輝
夫

職
員　

森
本
圭
亮
、

興
津
武
秀

都
市
整
備
部

部
長　

岩　

倉　

正　

典

【
管
理
課
】

課
長
（
兼
都
市
計
画
課

長
）
原
口
久
司

職
員　

玉
久
保
博
和
、

村
上
雅
文
、
野
上
恒
史

西
久
保
絵
理
、
喜
田
啓
義

【
建
設
課
】

課
長　

赤
松
啓
二

職
員　

廣
内
繁
一
、

前
田
有
治
、
清
水
信
彰

魚
谷
英
生
、
田
村
文
明

佐
々
木
祐
輔
、
谷
本
尚
之

興
津
佑
治
、
榎
本
孝
太
郎

【
都
市
計
画
課
】

課
長
（
原
口
管
理
課
長

兼
務
）

職
員　

安
田
文
子
、

三
宅
哲
也
、
的
崎
義
彦

大
西
隆
光
、
助
嶋　

透

小
林
智
幸

教
育
委
員
会（
教
育
部
）

部
長　

太

田

孝

次

次
長
（
兼
教
育
総
務
課

長
）　

藤　

岡　

崇　

文

【
教
育
総
務
課
】

課
長
（
藤
岡
教
育
部
次

長
兼
務
）

職
員　

坂
田
真
由
美
、

奥
野
大
輔
、
池
本
達
哉

新
地
美
里

【
学
校
教
育
課
】

課
長　

廣
地
由
幸
（
学

校
教
育
指
導
主
事
）

職
員　

山
川
直
樹
（
学

校
教
育
指
導
主
事
）、

森
山
雅
生
、
山
口
江
美

前
谷
光
宣
、
西
村
竜
也

【
生
涯
学
習
文
化
振
興
課
】

課
長
（
兼
人
権
教
育
課

長
）
福
原
敬
二

課
長（
子
ど
も
映
画
祭
・

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

事
業
担
当
）
川
上
洋
介

職
員　

福
田
龍
八
、

西
岡
幸
子
、
中
尾
あ
か
ね

阿
部
志
郎
、
名
尾
卓
人

興
津
洋
佑
、
久
留
米
三

四
郎

【
人
権
教
育
課
】

課
長
（
福
原
生
涯
学
習

文
化
振
興
課
長
兼
務
）

職
員　

柳
本
欣
也
、

上
田
千
春

【
三
原
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
】

所
長（
兼
地
域
防
災
・
振
興

担
当
課
長
）　

柏
木
浩
一

職
員　

長
濱
美
海
子
、

原
田
弥
生
、
西
中
衣
里
子

山
下
智
沙
、
細
川
智
佳
子

榎
本
寛
子
、
榎
本
良
一

市
民
生
活
部

部
長　

高　

木　

勝　

啓

【
市
民
課
】

課
長　

塔
下
佳
里

職
員　

島
田
美
穂
、

中
嶋
宏
昭
、
奥
野
祥
子

髙
瀬
真
弓
、
河
崎
裕
美

森
崎
ひ
と
み
、
前
川
知
住

【
税
務
課
】

課
長
（
兼
収
税
課
長
）

山
崎
稔
弘

職
員　

船
越
直
子
、

原
坂
泰
子
、
富
山
明
宏

東
根
崇
弘
、
仲
野
裕
恵

濵
田
直
人
、
榎
本
裕
文

河
尻
将
登
、
古
川
祥
司

谷
口
太
輔

【
収
税
課
】

課
長
（
山
崎
税
務
課
長

兼
務
）

職
員　

細
川
美
奈
、

赤
松
裕
子
、
金
山
知
史

内
山
賢
一
、
木
場
大
登

冨
山
裕
貴

【
生
活
環
境
課
】

課
長　

北
口　

力

職
員　

堀
井
正
弘
、

吉
田
知
子
、
土
居
正
典

堀   

祥
夫
、
入
谷
恵
祐

坂
本
大
樹

農
業
振
興
部

部
長
（
兼
食
の
拠
点
事

業
推
進
室
長
）

　
　
　

神

田

拓

治

次
長　

森

本

秀

利

【
農
林
振
興
課
】

課
長
（
兼
農
業
共
済
課

長
）
宮
崎
須
次

職
員　

吉
田
充
宏
、

山
形
さ
ゆ
り
、
原　

匡
宏

森　

正
和
、
濟
藤
貴
志

奈
良
雄
規
、
庄
田
光
男

永
樂
大
樹

【
農
地
整
備
課
】

課
長
（
兼
地
籍
調
査
課

長
）
和
田
昌
治

職
員　

船
木
茂
浩
、

上
田
一
路
、
福
岡　

武

安
田
由
美
、
前
川
祥
一

山
本
高
広
、
深
川
雄
次

土
井
孝
行
、
仲
田
充
穂

児
嶋
勇
典
、
雨
堤
剛
史

【
地
籍
調
査
課
】

三
原
庁
舎

５月 通常放送

午前６時 お知らせ

午前７時 さんさんニュース

午前８時 撮っておき☆
※市内のイベントや講演会・舞台発表などを長編放送

午前 10 時 お知らせ

午前 11 時 行政からのお知らせ

正午 さんさんニュース

午後１時 撮っておき☆

午後３時 行政からのお知らせ

午後４時 お知らせ

午後５時 情報交換！ご近所テレビ
※洲本市や明石市など県内のケーブテレビ局の番組を放送します

午後６時 さんさんニュース アンコール
※放送が終了したさんさんニュースを再放送します

午後７時 さんさんニュース

午後８時 撮っておき☆

午後 10 時 さんさんニュース

午後 11 時 さんさんニュース アンコール

深夜０時 さんさんニュース

深夜１時 ショップチャンネル

※太字の放送が変更になっています

※さんさんニュースは毎週火・金曜日の午後７時に更新します。
　またその他の番組は毎週金曜日の午後８時に更新します。

※放送プログラムは月によって変更があります

※詳しい内容はＥＰＧ（電子番組表）、ＨＰをご覧ください

※放送日程は都合により変更になる場合もあります

問さんさんネット
☎43-2345

あなたのまちのケーブルテレビ
さんさんネット１１１ｃｈ１１１ｃｈ

さんさんネット ５月番組の見どころ

さんさんニュース　 放送日

・淡路だんじり唄コンクール
・淡路だんじり祭

 ９　日午後７時～

13 日午後７時～

撮っておき☆
・淡路ぬニセター
　『三線でつながろう』
・広田ふれあいコンサート
・ケロポンズ コンサート

  ２日午後８時～

 

 ９日午後８時～

16 日午後８時～

臨時職員募集
業務内容　自主放送番組制作・広告用映像制作
募集人数　１人
申込要件　❶映像制作関係の学校などを卒業した
　人、または経験のある人❷普通自動車運転免許
任用期間　６月１日～翌年３月 31 日
勤務時間　午前８時 30 分～午後５時（週５日）
賃金　月額 152,800 円（交通費別途支給）
※社会保険、雇用保険、労災保険
申込方法　市販の履歴書に必要事項を記入の上、

運転免許証の写しを添えて持参または郵送
申込締切　５月 20 日（火）午後５時 15 分必着
※持参の場合は平日の営業時間内
選考方法　面接試験
試験日　申込者に後日連絡します
※申込方法等詳しくはさんさんネット
　（☎ 43-2345）までお問い合わせください

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～



立
川
智
久
、
田
中
章
次

谷
口
伸
治
、
野
尻
智
康

白
瀬
由
美
、
岡
本
未
喜
子

中
村
紀
美
、
印
部
泰
男

澤
田
晋
吾
、
倉
本
卓
也

柏
木
真
樹
、
星
出　

力

浦
﨑
健
次

【
淡
路
広
域
行
政
事
務
組
合
】

職
員　

真
野
律
子
、

三
明
耕
司

【
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
】

職
員　

井
上
美
奈
子

【
洲
本
市
・
南
あ
わ
じ
市

衛
生
事
務
組
合
】

職
員　

藤
本
龍
也
、

天
羽
達
也
、
野
上
尚
義

【
兵
庫
県
企
画
県
民
部

市
町
振
興
課
】

職
員　

川
口
智
弘

【
淡
路
県
民
局
県
民
交

流
室
未
来
島
推
進
課
】

職
員　

善
甫
忠
昭

【
淡
路
県
民
局
洲
本
土

木
事
務
所
】

職
員　

中
谷　

晃

【
淡
路
県
民
局
洲
本
土

地
改
良
事
務
所
】

職
員　

川
添
雅
弘
、

土
居
祐
介

【
南
三
陸
町
災
害
復
興

支
援
派
遣
】

職
員　

稲
本
順
也

【
独
立
行
政
法
人
国
立
淡

路
青
少
年
交
流
の
家
】

職
員　

山
形
成
記

【
兵
庫
県
ま
ち
づ
く
り
技

術
セ
ン
タ
ー
】

職
員　

高
田
智
之

【
淡
路
島
く
に
う
み
協
会
】

職
員　

榎
本
康
孝

【
育
児
休
業
等
休
業
者
】

（
平
成
26
年
５
月
１
日
現
在
）

浦
﨑
基
代
、
佐
々
木
友
美

榎
勢
美
和
、
川
上
佐
永
子

近
江
佐
栄
子
、
辛
川　

文

碇　

真
紀
、
森
下
亜
紀
子

神
代
友
里
、
居
内
淳
代

勢
戸
理
恵
、
土
居
久
代

入
谷
和
佳
、
伊
吹
美
喜
子

谷
口
香
織
、
河
尻
春
奈

増
田
由
菜
、
砂
尾
珠
美

豊
田
千
和
、
森
下
さ
お
り

秋
田
昌
代
、
喜
田
さ
つ
き

田
口
益
代
、
向　

洋
美

松
本
安
民

【
南
あ
わ
じ
市
退
職
者
】

（
平
成
26
年
３
月
31
日
付
）

高
川
欣
士
、
入
谷
修
司

奥
野
満
也
、
山
田　

充

高
見
雅
文
、
久
田
三
枝
子

阿
閉
裕
美
、
長
尾
重
信

前
田
和
義
、
高
辻
隆
雄

岡
本
千
明
、
鍵
山
淳
子

喜
田
展
弘
、
江
本
晴
己

片
山
勝
義
、
河
井
丈
夫

村
上
演
良
、
野
河
淳
二

福
岡
博
文
、
飛
田
福
子

栗
林
宏
明
、
山
崎
真
一

宗
田　

健
、
居
上
洋
子

森　

章
子
、
瀬
戸
孝
子

堀
部
光
弘
、
冨
本
泰
夫

県
か
ら
の
派
遣
期
間
が

満
了
に
な
る
者

（
平
成
26
年
３
月
31
日
付
）

安
田
保
富
（
学
校
教
育

指
導
主
事
）

課
長
（
和
田
農
地
整
備

課
長
兼
務
）

職
員　

馬
野　

徹
、

前
田
直
樹
、
萩
山
能
宏

岡
本
直
樹

【
農
業
共
済
課
】

課
長
（
宮
崎
農
林
振
興

課
長
兼
務
）

職
員　

山
本
嘉
朗
、

生
田
ひ
か
る
、
柴
田
泰
子

堀
川
昌
志
、
宮
本
勇
輝

【
食
の
拠
点
事
業
推
進
室
】

室
長
（
神
田
農
業
振
興

部
長
兼
務
）

課
長　

喜
田
憲
和

職
員　

濱
田
成
章

農
業
委
員
会

【
事
務
局
】

課
長
兼
事
務
局
長

　
　
　
　
　

小
谷
雅
信

職
員　

本
田
和
也
、

山
崎
千
和
紀
、
椚
田
華
緒
理

【
南
淡
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
】

所
長（
兼
地
域
防
災
・
振
興

担
当
課
長
）　

松
本
典
浩

職
員　

西
庄　

登
、

出
田
美
由
紀
、
山
形
恭
子

坂
本
真
望
、
福
岡
侑
子

阿
部
沙
織
、
田
中
か
お
り

財
務
部

部
長　

神

代

充

広

【
財
政
課
】

課
長　

和
田
幸
三

職
員　

河
井
達
雄
、　

田
村
智
巨
、
丸
永
剛
之

山
本
克
己
、
神
代
将
史

【
管
財
課
】

課
長　

富
永
文
博

【
賀
集
連
絡
所
】

所
長　

飛
田
千
景

職
員　

中
野
富
美
子

【
北
阿
万
連
絡
所
】

所
長　

樫
本
昌
明

職
員　

藤
平
香
名

【
阿
万
連
絡
所
】

所
長　

榎
本　

貢

職
員　

松
本
奈
生
子

【
灘
連
絡
所
】

所
長　

林　

光
一

職
員　

山
本
伸
一

【
倭
文
支
所
】

所
長
（
岡
本
緑
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務
）

職
員　

不
藤
利
春

【
松
帆
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
】

職
員　

松
下
章
二

【
神
代
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
】

職
員　

榎
本
暉
重

【
三
原
志
知
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
】

職
員　

稲
本
幸
児

【
衛
生
セ
ン
タ
ー
】

所
長
（
北
口
生
活
環
境

課
長
兼
務
）

職
員　

喜
田
雅
史
、

菊
川
政
次
、
山
田
雅
文

別
所
正
俊

【
火
葬
場
】

職
員　

佐
藤
譲
二

【
広
田
保
育
園
】

所
長　

中
田
員
子

職
員　

片
山
明
子
、

田
村
佐
代
子
、
中
田
叶
江

藤
本
裕
美
、
藤
井
奈
美

原
田
知
江

【
倭
文
保
育
園
】

所
長　

濵
口
敦
美

【
北
阿
万
保
育
所
】

所
長　

阿
部
香
保
重

職
員　

河
井
久
代
、

畑
中
千
加
、
川
原
裕
美
子

【
阿
万
保
育
所
】

所
長　

坂
東
か
よ

職
員　

高
松
律
子
、

谷
田
リ
カ
、
河
西
美
穂

【
灘
保
育
所
】

所
長　

海
部
美
文

職
員　

山
﨑　

泉

【
児
童
館
】

館
長　

里
村
敏
夫

【
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
さ
く
ら
苑
」】

所
長　

静
永
峯
雄

職
員　

中
川
さ
ち
代
、

前
田
浩
一
郎
、
澤
田
真
紀

位
高
千
秋
、
前
田　

亮

宮
本
美
由
紀
、
廣
瀬
成
史

町
口
麻
結
、
武
田
知
香

【
阿
那
賀
診
療
所
・
伊

加
利
診
療
所
】

所
長　

大
鐘
稔
彦（
嘱
託
）

職
員　

齋
藤
美
穂

【
灘
診
療
所
】

所
長　

宮
㟢
美
枝（
嘱
託
）

職
員　

北
川
和
美

【
沼
島
診
療
所
】

所
長　

横
山
龍
治

職
員　

川
口
明
代

【
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
】

職
員　

濱
田
善
子
、

坂
本
初
美
、
柏
木
美
穂

河
辺
史
子
、
汐
後
佳
世
子

【
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘
】

支
配
人　

早
川
益
弘

職
員　

西
岡
義
文
、

姥
谷
和
彦
、
平
山　

晃

玉
久
保
透
、
田
浦
丈
二

職
員　

東　

和
幸
、

角
所
亮
史
、
徳
田　

剛

一
井
奈
美
、
仲
野
隆
行

下
水
道
部

部
長　

原

口

幸

夫

【
下
水
道
課
】

課
長
（
兼
企
業
経
営
課

長
）
村
本　

透

職
員　

堀
田
好
美
、

倉
本
雅
文
、
児
玉
光
男

新
地
重
幸
、
原
坂
浩
司

榎
勢
陽
一
、
郷　

佳
広

岩
倉
ゆ
か
り
、
大
濵　

貢

島
田
智
章

【
企
業
経
営
課
】

課
長
（
村
本
下
水
道
課

長
兼
務
）

職
員　

坂
本　

圴
、

仲
山
和
史
、
廣
瀬
ち
さ

北
井
一
也
、
藤
本
佳
幸

谷
口
裕
佳

会
計
管
理
者

次
長　

堤　
　
　

省　

司

【
会
計
課
】

課
長
（
堤
次
長
兼
務
）

職
員　

蔵
本
幸
之
、

小
松
律
子
、
酒
部
美
里

榎
本
小
百
合
、
磯
見
俊
仁

監
査
委
員
・
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会

【
事
務
局
】

課
長
兼
事
務
局
長

　
　
　
　
　

片
山
雅
弘

職
員　

秀　

充
浩

【
沼
島
出
張
所
】

所
長　

塙　

英
明

職
員　

江
本
大
志
、

林
め
ぐ
み

職
員　

中
川
照
己
、

村
居
豊
子
、
森
い
つ
み

【
榎
列
保
育
所
】

所
長　

西
野
敦
子

職
員　

山
口
美
保
子
、

藤
江
朝
子
、
鯉
森
あ
ず
さ

池
尻
真
希

【
二
宮
保
育
所
】

所
長　

太
田
早
苗

職
員　

十
河
佳
子
、

田
中
利
佳

【
八
木
保
育
所
】

所
長　

清
川
礼
子

職
員　

吉
田
明
代
、

石
井
真
由
美
、
久
井
和
美

川
崎
貴
子

【
市
保
育
所
】

所
長　

山
口
順
子

職
員　

大
瀬
滝
実
子
、

上
田
千
代
美
、
山
口
由
加
子

本
田　

睦
、
田
村
恵
奈

【
神
代
保
育
所
】

所
長　

石
上
京
子

職
員　

藤
本
純
子
、

長
尾
ま
ゆ
み
、
森
本
美
代
子

角
所
ゆ
か
り

【
志
知
保
育
所
】

所
長　

片
山
和
美

職
員　

宗
田
幸
恵
、

山
崎
育
子

【
ち
ど
り
保
育
所
】

所
長　

真
野
和
代

職
員　

榎
本
ひ
と
み
、

欅
田
由
香
、
山
崎
あ
け
み

藤
野
早
貴 

【
賀
集
保
育
所
】

所
長　

藤
井
清
子

職
員　

南　

雅
子
、

奥
村
裕
子
、
西
尾
美
由
紀

西　

明
子

大
亦
宏
明
、
前
川
正
英

東　

大
輔

【
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
】

所
長　

岡
田
啓
延

【
給
食
セ
ン
タ
ー
】

所
長　

岸
上
敏
之

職
員　

村
本
み
ゆ
き
、

島
田
幸
嗣
、
山
本
八
千
代

原　

雅
世
、
喜
多
し
げ
み

橋
本
い
づ
み
、
木
田
和
秀

山
口
英
明

【
三
原
中
学
校
】

職
員　

鶴
永
淳
子

【
南
淡
中
学
校
】

職
員　

斉
藤　

薫

【
湊
幼
稚
園
】

園
長　

木
場
敦
子

職
員　

吉
田
美
智
子

【
津
井
幼
稚
園
】

園
長　

畑
野
し
づ
子

職
員　

松
本
恒
子

【
丸
山
幼
稚
園
】

園
長　

勘
如
京
子

職
員　

田
浦
新
太
郎

【
阿
那
賀
幼
稚
園
】

園
長（
勘
如
園
長
兼
務
）

【
伊
加
利
幼
稚
園
】

園
長（
勘
如
園
長
兼
務
）

職
員　

野
田
ゆ
か
り

【
志
知
幼
稚
園
】

園
長　

榎
本
厚
子

職
員　

太
田
千
香
子

【
三
原
図
書
館
】

館
長　

島　
　

誠

職
員　

興
津
育
子
、

坂
本
温
代

【
南
淡
図
書
館
】

館
長　

垣
本
義
博

職
員　

森
崎
重
夫
、

杉
本
年
美

【
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
】

所
長　

山
見
嘉
啓

職
員　

山
崎
裕
司
、

定
松
佳
重
、
坂
口
弘
貢

的
崎　

薫

【
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
】

職
員　

西
岡
雅
樹

【
働
く
婦
人
の
家
】

館
長　

里
深
好
美

【
三
原
健
康
広
場
】

所
長
（
里
深
働
く
婦
人

の
家
館
長
兼
務
）

職
員　

佐
藤
秀
明

【
文
化
体
育
館
】

館
長　

阿
萬　

力

職
員　

釣
島
章
継
、

江
本
典
隆

【
緑
公
民
館
】

館
長　

大
瀬　

 

久

職
員　

渡
辺
美
男
、

大
上
聡
美

【
西
淡
公
民
館
】

館
長　

藤
本
政
春

職
員　

阿
萬
野
真
司
、

中
野
尚
美

【
三
原
公
民
館
】

館
長　

松
下　

修

職
員　

小
丸
明
子
、

安
冨
哲
啓
、
裏
川
知
宏

【
南
淡
公
民
館
】

館
長　

居
神
功
治

職
員　

森
崎
研
一
、

清
水
麻
貴

【
淡
路
広
域
水
道
企
業
団
】

事
務
局
長

　
　

山　

崎　

昌　

広

職
員　

長
谷
川
亮
治
、

8
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市政ひろば

派
遣
職
員
他

出
先
機
関

※事務職の新規採用職員は、研修を終えた後、配属先が決定されます

南
淡
庁
舎

山
やま

口
ぐち

 実
み

富
ふ

雄
ゆ

❶上、左端
❷事務職
❸バスケットボール
❹玉ねぎ
❺誠心誠意

白
しら

川
かわ

 幸
ゆき

正
まさ

❶上、左から２番目
❷事務職
❸サッカー、ダーツ
❹慶野松原
❺外柔内剛

岡
おか

内
うち

 優
ゆう

貴
き

❶上、左から３番目
❷事務職
❸スポーツ、読書
❹うず潮、淡路人形
　浄瑠璃
❺継続は力なり

中
なか

谷
たに

 勇
ゆう

太
た

❶上、右から３番目
❷事務職
❸スポーツ、ドライ
　ブ、日向ぼっこ
❹慶野松原、ちりめん
❺凡事徹底

増
ます

田
だ

 敦
あつ

大
ひろ

❶上、右から２番目
❷事務職
❸雑貨集め、読書
❹福良港、海産物
❺百万一心

原
はら

田
だ

 高
たか

行
ゆき

❶上右端
❷事務職
❸戦国時代に関すること、
　電車の旅
❹灘黒岩水仙郷、大鳴門橋
❺人は石垣人は堀

眞
ま

野
の

 瑞
みずき

❶下、左端
❷事務職
❸美術鑑賞
❹淡路ファームパー
　クイングランドの丘
❺明鏡止水

八
や

木
ぎ

 瑞
みず

季
き

❶下、左から２番目
❷事務職
❸旅行、散策
❹南あわじ市のお
　いしい食べ物
❺知行合一

砂
すな

川
がわ

 貴
たか

弘
ひろ

❶下、中央
❷事務職
❸サイクリング
❹道の駅うずしお、
　南淡路水仙ライン
❺一致団結

藤
ふじ

野
の

 早
さ

貴
き

❶下、右から２番目
❷保育士
❸読書、旅行
❹慶野松原
❺一言芳恩

池
いけ

尻
じり

 真
ま

希
き

❶下、右端
❷保育士
❸生け花、フラワーア
　レンジメント
❹慶野松原から見る夕日
❺一意専心

❶写真の位置
❷職種
❸趣味
❹市内の好きな場所・もの
❺抱負

平
成
26
年
度
新
規
採
用
職
員

アンケート
新規採用職員
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南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031

【中央庁舎】
議会事務局☎43-5005
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局
   ☎43-5004

【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040

【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　企業誘致課☎37-3046
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課
　　☎37-3020

【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　収税課☎43-5034
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029

【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
下水道部
　企業経営課☎50-3036
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040
監査委員事務局☎50-3050

　　　 みなさんのお役に立ちます
　　○植木剪定　　○大工・左官仕事　　○農作業　　○除草・草刈　　○軽作業

　　○施設管理　　○清掃　　○毛筆筆耕　　○家事手伝い（掃除・洗濯・食事支度）など

　　 お気軽にお電話下さい           どんな仕事でもご相談下さい         

　（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　　〒 656-0478　南あわじ市市福永 358-1（三原庁舎内）
　　TEL ／ 0799-42-5339　　FAX ／ 0799-42-6044

広田事業所　TEL ／ 0799-45-0012

福良事業所　TEL ／ 0799-52-0070

西 淡 窓 口　TEL ／ 0799-36-2083

会　員
募集中

　   決  定！

保険料率 26・27年度

均等割額 47,603円

所得割率 9.70％

※医療給付費の増加などによる保険料の大幅な上昇を抑制する
趣旨から、広域連合決算剰余金約３９億円の全額活用と、兵庫県
に設置されている財政安定化基金から約３４億円を取り崩して、
合計約７３億円を繰り入れることにより、一人当たり保険料額の
上昇幅を８３３円（均等割額を１，６００円、所得割率を０．５６ポイ
ント）、１．１％の伸び率の上昇に抑えています

総所得金額等（被保険者＋世帯主）が
次の基準以下の世帯

軽減割合
（軽減後：年額）

基礎控除額
33万円

被保険者全員の各所得（年金所得は
控除額を80万円として計算）が０円 

９割
（4,760円）

上記以外   　8.5割（注１）
（7,140円）

基礎控除額33万円＋24.5万円×被保険者の数 ５割
（23,801円）

基礎控除額33万円＋45万円×被保険者の数 ２割
（38,082円）

保険料額（年額）

上限５７万円

均等割額

４７,６０３円

所得割額

（※総所得金額等ー３３万円）×所得割率９．７０％

※総所得金額等とは収入額から控除額を引いた金額です。（ここでいう控除額とは、公的年金
等控除額、給与所得控除額、必要経費のことをいい、所得控除（社会保険料控除、扶養控除等）
は含みません。）

　後期高齢者医療制度の保険料を決める基準である保険料率（均等割額と所得割率）
は２年ごとに見直されます。

　年間の保険料は一人ひとりが等しく負担する「均等割額」と前年の所得に応じて負

担する「所得割額」の合計となります。

　保険料額（年額）の上限が５５万円から５７万円に変更となります。

　以下の人は、平成 25 年中の所得に応じて平成 26 年度の保険料額が軽減されます。

平成 26 年度から５割及び２割の軽減対象が拡大しました。（５割軽減の基準について、

２４．５万円を乗ずる被保険者数の範囲に被保険者である世帯主を含めるよう変更になりま

した。２割軽減の基準について、被保険者数に乗ずる金額が３５万円から４５万円に変更
になりました）

　個人ごとの保険料額は７月中旬に送付する保険料額決定通知書でお知らせします。

❷所得割額
　所得割額算定にかかる所得（総所得金額等－基礎控除額３３万円）が、５８万円

　（年金収入のみの場合は２１１万円）以下の人は、所得割額が５割軽減されます。

問保険課☎４４–３００３
問後期高齢者医療広域連合（コールセンター）☎０７８–３２６–２０２１

　制度に加入する前日に、会社の健康保険などの被用者保険の被扶養者だった人は、
当分の間、所得割額はかからず、均等割額が５割軽減されます。

　さらに特例として、平成 26 年度は、均等割額が９割軽減され、年額４，７６０円
となります。

　なお、国民健康保険・国民健康保険組合に加入していた人は対象にはなりません。

◆保険料率（平成26・27年度）

後 期 高 齢 者 医 療 制 度
平成 26・27 年度の保険料率を決定しました

※65歳以上の公的年金
受給者は、総所得金額等
から年金所得の範囲内
で最大15万円を控除し、
軽減判定されます。

（注１）本来は7割軽減で
すが、軽減措置で平成26
年度は8.5割軽減となり
ます。

❶均等割額
▼平成2５年中の世帯（世帯主と世帯内の被保険者）の総所得金額等が一定の金額以下の人

＝ ＋

　

し
、
専
門
の
相
談
員
が
消
費
生
活
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
た
り
出
前
講
座

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
消
費
生
活
に

関
し
、
少
し
で
も
不
安
が
あ
れ
ば
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

５
月
は
、
消
費
者
月
間
で
す
！

　

近
年
、
高
齢
者
の
消
費
者
被

害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
度
被
害
に
あ
っ
た
高
齢
者
が
再

び
狙
わ
れ
る
「
二
次
被
害
」
も
増
加

傾
向
で
す
。
市
で
は
、
平
成
22
年
４

月
か
ら
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
設
置

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設
日
時

月
曜
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
43
・
５
０
９
９

　

新
婚
世
帯
へ
家
賃
補
助
制
度

❼
家
賃
（
共
益
費
・
駐
車
場
使
用

料
等
を
除
く
）
が
月
３
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と

❽
家
賃
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

（
後
日
請
求
書
提
出
時
に
確
認
）

❾
新
婚
世
帯
の
前
年
の
年
間
総
収

入
が
６
０
０
万
円
以
下
又
は

総
所
得
金
額
が
４
２
６
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と

※
所
得
の
あ
る
者
が
２
人
以
上
い

る
と
き
は
、
主
た
る
収
入
者
の

収
入
（
所
得
）
に
他
の
収
入
者

の
収
入
（
所
得
）
の
２
分
の

１
を
加
え
た
額
を
総
収
入
（
所

得
）
金
額
と
み
な
し
ま
す

補
助
金
の
交
付
期
間

　

交
付
期
間
は
認
定
日
の
月
か
ら

補
助
金
交
付
事
由
が
消
滅
し
た
日

の
前
月
ま
で
と
し
、最
長
36
ヶ
月

間
と
す
る
。た
だ
し
、婚
姻
届
出
日

の
月
か
ら
数
え
て
48
ヶ
月
を
超
え

る
分
に
つ
い
て
は
交
付
し
ま
せ
ん
。

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

　

市
で
は
若
者
の
市
内
へ
の
定

住
と
民
間
賃
貸
住
宅
の
活
用
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、新
婚
世

帯
へ
月
額
上
限
1
万
円（
最
長

３
年
）の
家
賃
補
助
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

補
助
金
の
交
付
要
件

❶
婚
姻
届
出
日
よ
り
４
年
以
内

の
申
請
で
あ
る
こ
と

❷
夫
婦
の
合
計
年
齢
が
申
請
時
点

で
満
80
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

❸
婚
姻
届
出
日
の
前
１
年
以

内
、
後
４
年
以
内
に
市
内
の

民
間
賃
貸
住
宅
と
賃
貸
契

約
を
結
ん
で
い
る
こ
と

❹
当
該
住
宅
が
申
請
者
の
１
親

等
の
親
族
（
両
親
）
の
所
有

で
な
い
こ
と

❺
同
上
の
住
所
で
住
民
票
に
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
新
婚

世
帯
及
び
同
居
者
）

❻
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
（
新
婚
世
帯
及
び
同
居
者
）

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
の
医
療
費
窓
口
負
担

◆
医
療
費
の
窓
口
負
担
に
つ

い
て
、平
成
26
年
4
月
2
日
以

降
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人

（
誕
生
日
が
昭
和
19
年
4
月
2

日
以
降
の
人
）は
、70
歳
の
誕
生

日
の
翌
月
か
ら
２
割
負
担
と
な

り
ま
す
。（
※
た
だ
し
各
月
１
日

が
誕
生
日
の
人
は
そ
の
月
か
ら

２
割
負
担
）

【
例
】昭
和
19
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
19
年
5
月
1
日
生
ま
れ
の

人
は
、平
成
26
年
5
月
診
療
か

ら
2
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
平
成
26
年
4
月
１
日
ま
で

に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
人

（
誕
生
日
が
昭
和
19
年
4
月
1

日
ま
で
の
人
）は
、平
成
26
年
4

月
以
降
も
１
割
負
担
の
ま
ま
変

わ
り
ま
せ
ん
。

◆
な
お
、一
定
の
所
得
が
あ
る
人
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
３
割
負
担
で
す
。

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

区　　　分 自己負担割合 備　　　考

❶現役並み所得者     
   （一定の所得がある人） ３割負担 医療費の窓口負担は、これまでどお

り３割です。

❷現役並み
所得者以外

昭和19年４月２日
以降に生まれた人 ２割負担

70歳の誕生月の翌月（ただし、各月
１日が誕生日の人はその月）の診療
から、窓口負担が２割になります。

昭和19年４月１日
以前に生まれた人 １割負担 医療費の窓口負担は、これまでどお

り1割です。

　  補   助  

国
民
健
康
保
険

◆兵庫県の保険料計算方法(平成26・27年度) 

◆保険料額の通知について

◆所得の低い人の軽減

◆被扶養者だった人の軽減
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大切な家族や地球を守るために日常点検や定期点検が必要です。

クルマのメンテナンスは、
　　黄色い看板の

　　
認証工場まで！

兵庫県自動車整備振興会 南あわじブロック

ク
ル
マ
の

車
検
も
整
備
も

お
ま
か
せ

く
だ
さ
い
！

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果◆

第
34
回
南
あ
わ
じ
市
一
般

（
第
３
回
男
女
混
合
）
６
人
制

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
３
月
30

日
、
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
）

【
１
部
】 

①
せ
っ
ち
ゃ
ん

②
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
ナ
ジ
ー
洲
本

ク
ラ
ブ

③
Ｔ
Ｒ
U
Ｍ
Ｐ

③
エ
ー
ス
ア
タ
ッ
カ
ー
ズ

【
２
部
】 

①
Ｒ
ｅ
ｄ 

Ｂ
ｕ
ｒ
ｎ
s

②
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ 

Z

③
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ

★
大
会
結
果
は
、情
報
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。☎
43
・
５
０
０
３
F 

43
・
５
１
０
３
、市
大
会
規
模
以
上

※
大
会
結
果
は
大
会
主
催
者
側
か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
、作
成
し
て
お
り
ま
す

有
害
鳥
獣
対
策
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

【
男
子
個
人
戦
】

①
細
田 

・ 

熊
橋（
西
淡
中
）　

②
市
原 

・ 

寺
岡（
沼
島
中
）

③
木
本 

・ 

柏
木（
南
淡
中
）

③
川
井 

・ 

亀
井（
三
原
中
）

【
女
子
個
人
戦
】

①
前
田 

・ 

納（
倭
文
中
）

②
深
田 

・ 

中
林（
倭
文
中
）

③
柏
木
・ 

三
原（
三
原
中
）

③
上
田 

・ 

木
本（
倭
文
中
）

◆
第
３
回
南
あ
わ
じ
市
中
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
３
月
21
日
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー

ミ
ナ
ル
）

◆
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

　

左
記
の
地
区
の
山
林
周
辺
に

お
い
て
銃
器
、
ワ
ナ
に
よ
る

鹿
・
猪
の
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
期
間
中
の
山
林
へ
の

立
ち
入
り
に
は
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
！

捕
獲
対
象
地
区

❶
広
田
・
中
条
・
倭
文
地
区

❷
松
帆
・
湊
・
阿
那
賀
・
津
井
・
伊

加
利
・
志
知
地
区

❸
八
木
・
神
代
地
区

❹
福
良
・
賀
集
・
北
阿
万
・
阿
万
・

灘
地
区

期
間 

10
月
31
日
（
金
）
ま
で

◆
防
止
柵
の
整
備
補
助

　

防
止
柵
の
整
備
は
通
常
３
戸

以
上
で
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
地
形
上
、
困
難
な
場
合
の

救
援
策
と
し
て
３
戸
未
満
で
の

整
備
も
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

３
戸
以
上
で
整
備
し
た
防
止
柵

の
修
繕
に
つ
い
て
補
助
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
相
談
下
さ
い
。

補
助　

資
材
費
の
１
／
２
（
上

限
５
万
円
）
※
予
算
の
範
囲

内
で
の
対
応
と
な
り
ま
す

問
農
林
振
興
課
☎
43 

・
５
０
２
５

　

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
を
次
の
と
お
り
執

行
予
定
で
す
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
に
つ
い
て

投
票
日  

７
月
13
日（
日
）

告
示
日  

７
月
６
日（
日
）

※
立
候
補
の
受
付
は
、
告
示
日

に
行
い
ま
す
。

◆
選
挙
方
法

定
数
は
30
人
で
、
選
挙
区
を
分

け
て
行
い
ま
す
。

（
緑
地
域
４
人
、
西
淡
地
域
６

人
、
三
原
地
域
12
人
、
南
淡
地

域
８
人
）

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時 

６
月
４
日
（
水
）

　
　

  

午
後
２
時
～

場
所 

三
原
市
民
セ
ン
タ
ー  

     

（
市
役
所
三
原
庁
舎
横
）

※
出
席
は
１
陣
営
２
人
以
内

問
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
43
・
５
０
０
４

学
生
納
付
制
度
に
つ
い
て　

 

国
民
年
金
保
険
料

制
度
を
利
用
せ
ず
、保
険
料
の
納
付
を

希
望
す
る
人
は
、納
付
書
を
年
金
事

務
所
よ
り
送
付
し
ま
す
の
で
、お
近
く

の
年
金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❸
は
じ
め
て
申
請
す
る
人

　

学
生
納
付
特
例
を
は
じ
め
て
申

請
す
る
人
は
、市
民
課
ま
た
は
年
金

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、申
請
に
は
在
学
証
明
書
ま
た

は
学
生
証
の
写
し
が
必
要
で
す
。

問
明
石
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

❶
制
度
を
継
続
す
る
人

　

学
生
納
付
特
例
制
度
で
平
成

26
年
度
も
引
き
続
い
て
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
を
猶
予
さ
れ
る
在

学
予
定
の
人
に
は
、基
礎
年
金
番

号
が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の

「
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」を

３
月
末
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

◆
平
成
25
年
度
と
同
じ
学
校

等
に
在
学
す
る
人
は
、ハ
ガ
キ
に

必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
す
る

と
、26
年
度
も
申
請
で
き
ま
す
。

※
こ
の
場
合
は
在
学
証
明
書
ま
た

は
学
生
証
の
写
し
は
不
要
で
す

❷
制
度
を
利
用
し
な
い
人

　

平
成
26
年
度
は
学
生
納
付
特
例

年
金
相
談　

６
月
６
日
（
金
）

午
前
11
時
～
午
後
３
時
、
会
場
は

南
淡
公
民
館
（
要
予
約
・
先
着
24
人
）

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

　       

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
た
か
？

　

飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
て
い
な
い
人
は
、

実
施
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
生
後
91
日

以
上
の
犬
が
対
象
で
す
。

注
射
料
金
は
下
記
の
動
物
病
院

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
登
録
の
な
い
犬
は
別
途
登
録

料
３
０
０
０
円
も
必
要
で
す

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

注射実施病院の一覧
病院名 電話

アイヴィ岡田動物病院 42-5067
たかた動物病院 42-0654
いけだ動物病院 42-1505
かわさき動物病院 42-1158
印部家畜医院 54-0030
仲岡家畜医院 42-4568
こばやし動物病院 42-1102
水島家畜医院 36-2254

　

国
際
交
流
協
会
の
会
員
を
募
集

　

南
あ
わ
じ
市
国
際
交
流
協
会

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
幅
広

く
参
加
す
る
国
際
交
流
を
推
進

す
る
た
め
、
随
時
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る
人

や
外
国
の
言
葉
や
文
化
に
興
味

の
あ
る
人
、
外
国
人
と
交
流
し

た
い
人
、
市
民
と
交
流
し
た
い

在
住
外
国
人
の
人
、
国
際
交
流

活
動
に
参
加
し
て
み
た
い
人
、

自
分
の
視
野
を
広
げ
た
い
人
な

ど
、
国
際
交
流
や
異
文
化
体
験

な
ど
を
通
し
て
、
世
界
へ
の
目

を
ひ
ろ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
年
会
費

　

個
人
＝
２
千
円

　

法
人
等
＝
（
１
口
）
５
千
円

　

個
人
サ
ポ
ー
タ
ー
＝（
１
口
）

１
千
円

※
学
生
に
つ
い
て
は
会
費
免
除

▼
入
会
方
法

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
年
会
費
を
添

え
て
協
会
事
務
局
へ
提
出

問
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
長
公
室
内
）
☎
43
・
５
０
０
２

　
姉
妹
都
市・友
好
市
町
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、国
内
の
姉
妹
都
市
・

友
好
市
町
の
各
種
団
体
と
の
民

間
交
流
を
推
進
し
、
相
互
理
解

と
友
好
親
善
に
努
め
な
が
ら
、

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
に
派

遣
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
団
体　

対
象
と
な
る
団

体
は
市
を
代
表
す
る
団
体

（
高
校
生
以
下
）
で
、
年
間

１
団
体
を
限
度
と
し
ま
す

申
込
締
切 

５
月
30
日
（
金
）

派
遣
市
町　

　

新
ひ
だ
か
町（
北
海
道
）

　

平
取
町（
北
海
道
）

　

葛
巻
町（
岩
手
県
）

　

大
野
市（
福
井
県
）

　

糸
魚
川
市（
新
潟
県
）

派
遣
の
期
限

　

平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

～
派
遣
団
体
を
募
集
～

　

さ
と
の
空
き
家
活
用
支
援
事
業

　

市
街
化
区
域
を
除
く
区
域
の

木
造
一
戸
建
て
空
き
家
住
宅
に

居
住
す
る
た
め
に
行
う
水
回
り

等
の
改
修
工
事
費
の
一
部
（
上
限

１
／
３
）
を
最
大
１
０
０
万
円
ま

で
助
成
し
ま
す
。

対
象
地
域

　

市
街
化
区
域
を
除
く
区
域　

　
（
南
あ
わ
じ
市
：
全
域
）

対
象
住
宅　

❶
木
造
在
来
工

法
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
一

戸
建
て
空
き
家
住
宅
❷
老

朽
度
や
実
用
性
か
ら
、
現
在

の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

な
い
水
回
り
設
備
等
の
改

修
工
事
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
空
き
家
住
宅

対
象
者　

空
き
家
に
居
住
し

よ
う
と
す
る
人
、
ま
た
は
空

き
家
を
所
有
し
賃
貸
住
宅
と

し
て
活
用
し
よ
う
と
す
る
人

※
10
年
以
上
の
居
住
・
活
用
を

要
件
と
し
ま
す

対
象
経
費　

台
所
、
浴
室
、
便

所
の
改
修
工
事
費
及
び
こ
れ

ら
の
附
帯
す
る
内
外
装
改
修

工
事
費

募
集
期
限 

６
月
30
日
（
月
）

問
兵
庫
県
住
宅
政
策
課　

　

☎
０
７
８・３
６
２・３
５
８
３

【
団
体
戦
１
部
】

①
サ
ン
・
リ
ガ
ー
ド　
　

②
ア
リ
ス

③
名
球
会
Ａ

【
団
体
戦
２
部
】

①
ア
ナ
ガ
ク
ラ
ブ

②
名
球
会
D

③
西
淡
A

③
藤
井
寺
Ｂ

【
団
体
戦
３
部
】

①
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
Ｓ

②
ア
ナ
ガ
ク
ラ
ブ
Jr

③
諭
鶴
羽
卓
球
同
好
会

◆
市
内
ふ
れ
あ
い
卓
球
大
会

　
（
４
月
13
日
、
三
原
健
康
広
場
）

　  募   集 
　  募   集 

　  助   成   

【
ダ
ブ
ル
ス
戦
１
部
】

①
小
山
田
・
飛
松（
稔
）組（
サ
ン
・
リ
ガ
ー
ド
）

②
藤
平
・
山
田（
邦
）組（
名
球
会
Ｂ
）

③
三
宅
・
長
谷
組（
名
球
会
Ａ
）

③
梶
山
・
加
藤
組（
友
の
会
Ｙ
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ
）

【
ダ
ブ
ル
ス
戦
２
部
】

①
釜
本
・
濱
口
組（
西
淡
A
）

②
樫
本
・
上
原
組（
西
淡
A
）

③
山
口
・
山
口
組（
名
球
会
Ｄ
）

③
苫
屋
・
南
組（
西
淡
Ｂ
）

【
ダ
ブ
ル
ス
戦
３
部
】

①
竹
中
・
中
本
組（
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
Ｓ
）

②
菅
・
福
原
組（
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
Ｓ
）

③
川
上
・
中
村
組（
ア
ナ
ガ
ク
ラ
ブ
Jr
）

③
植
村
・
辺
土
組（
友
の
会
レ
ジ
ェ
ン
ド
）
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公
営
住
宅
入
居
者
随
時
募
集

市
営
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教

育
終
了
前
の
子
供
の
い
る
世
帯
等

は
、21
万
４
千
円
以
下
）

▽
志
知
住
宅（
志
知
）

　

1
戸
、１
棟
２
０
３
号
、３
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、
昭
和
49
年
度
建

築
。家
賃
月
額
１
万
７
０
０
円
～

２
万
１
１
０
０
円（
共
益
費
別
途
）

▽
さ
く
ら
台
団
地（
賀
集
）

　

1
戸
、よ
し
の
棟
２
‐
４
号
、３
Ｄ

Ｋ
、単
身
不
可
、平
成
９
年
度
建

築
。家
賃
月
額
２
万
５
２
０
０
円

～
４
万
９
４
０
０
円（
共
益
費
別

途
）、駐
車
１
台
月
額
２
５
０
０
円

▽
福
良
住
宅（
福
良
）

　

１
戸
、１
棟
３
０
４
号
、２
Ｄ
Ｋ
、

条
件
に
よ
り
単
身
可
、平
成
25
年

度
建
築
。家
賃
月
額
２
万
２
０
０

円
～
３
万
９
８
０
０
円（
共
益
費

別
途
）、駐
車
１
台
月
額
２
５
０
０

円（
屋
根
付
き
５
０
０
０
円
）

▽（
随
時
）阿
那
賀
団
地（
阿
那
賀
）

　

１
戸
、Ｂ
棟
３
０
３
号
、３
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、平
成
３
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
１
万
８
５
０
０
円
～

３
万
６
４
０
０
円（
共
益
費
別

途
）、駐
車
１
台
月
額
２
５
０
０
円

◇
申
込
締
切
日　

５
月
15
日（
木
）

◇
公
開
抽
選
日　

５
月
26
日（
月
）

　

午
前
10
時
。西
淡
公
民
館

▽
申
込　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

※（
随
時
）の
記
載
が
あ
る
も
の
は

先
着
順
で
す（
抽
選
な
し
）

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　 

　
指
導
員
補
助
員（
１
人
）

▽
雇
用
期
間　

６
月
～
９
月
の
指

定
す
る
日　

※
変
則
勤
務

▽
勤
務
場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
艇
庫

▽
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

▽
賃
金　

時
給
８
７
０
円

▽
応
募
要
件　

市
内
在
住
者
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
、
小
型

二
級
船
舶
免
許
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
が
可
能

▽
申
込
締
切　

５
月
９
日（
金
）

▽
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
ま
た
は
持
参

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

慶
野
松
原
荘
ス
タ
ッ
フ
等

◆
応
接
ス
タ
ッ
フ

▽
勤
務
時
間　

午
前
10
時
30
分
～

午
後
11
時
の
内
7
時
間
程
度

※
月
20
日
程
度
可
能
な
人

▽
賃
金　

時
給
８
８
０
円
以
上

◆
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト

▽
内
容　

客
室
清
掃
、
配
膳
、
屋

外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ス
タ
ッ
フ

▽
勤
務
時
間　

相
談
可

※
夕
方
か
ら
の
出
勤
可

▽
賃
金　

時
給
８
８
０
円
以
上

慶
野
松
原
海
水
浴
場

　
　
　
　
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト

❶
キ
ャ
ン
プ
場
ア
ル
バ
イ
ト

▽
内
容　

電
話
対
応
、
利
用
者
の

受
付
な
ど

❷
海
の
家
ア
ル
バ
イ
ト

▽
内
容　

売
店
業
務
、
備
品
貸
出

な
ど

❶
❷
共
通
事
項

▽
期
間　

７
月
上
旬
～
８
月
下
旬

▽
賃
金　

時
給
８
５
０
円
以
上

問
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘

　

☎
36
・
３
３
９
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
　

内
容　

職
業
相
談
及
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
及
び
住

14

伊
毘
う
ず
し
お
村
の
美
化
活
動

▽
日
時　

５
月
21
日
（
水
）
午
前

７
時
～
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合　

伊
毘
う
ず
し
お
村

※
一
般
参
加
大
歓
迎

問
南
あ
わ
じ
観
光
案
内
所

　

☎
52
・
２
３
３
６

子
育
て
応
援
優
待
カ
ー
ド

　
　
　
　
事
業
・
協
賛
店
募
集

　

地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
家
庭
を

応
援
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
子
育
て
応
援
優
待
カ
ー

ド
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
カ

ー
ド
」
の
提
示
に
よ
り
市
内
協
賛

店
舗
・
施
設
等
の
独
自
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。
新
た

な
、登
録
協
賛
店
を
募
集
し
ま
す
。

▽
サ
ー
ビ
ス
内
容　

自
由

※
例
：
料
金
の
割
引
、
ポ
イ
ン
ト
加

算
、
ミ
ル
ク
用
お
湯
の
提
供
な
ど

▽
申
請　

各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

狩
猟
免
許
試
験

　

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
狩
猟

鳥
獣
の
捕
獲
に
は
狩
猟
免
許
が
必

要
で
す
。
狩
猟
免
許
試
験
を
受
験

す
る
人
を
対
象
に
し
た
初
心
者
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
程　

５
月
31
日
（
土
）

▽
場
所　

神
戸
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
期
限　

５
月
23
日
（
金
）

※
新
規
の
狩
猟
免
許
の
取
得
経
費

に
つ
い
て
最
大
1
万
2
千
円
の

助
成
が
あ
り
ま
す

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

洲
本
公
証
役
場

　

公
正
証
書
遺
言
に
関
す
る
相
談

や
任
意
後
見
契
約
な
ど
の
大
切
な
契

約
の
相
談
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
を

受
け
ま
す
。
※
事
前
要
予
約

▽
日
時　

６
月
１
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

洲
本
公
証
役
場
（
洲
本
市

本
町
２
‐
３
‐
13
富
本
ビ
ル
３
階
）

問
洲
本
公
証
人
役
場

　

☎
24
・
３
４
５
４

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

　

６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
を
記
念
し
、
特
設
人
権
相

宅
支
援
給
付
受
給
者
等
の
就
労

支
援
を
必
要
と
す
る
者

▽
日
時　

５
月
13
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

市
役
所
緑
庁
舎

※
事
前
申
込
が
必
要

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
広
場

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
淡
路
で

は
子
育
て
応
援
事
業
の
一
環
と
し

て
、「
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
広
場
」

を
開
催
し
ま
す
。

▽
内
容　
「
あ
わ
じ
の
カ
レ
ー
」

や
「
わ
ら
び
も
ち
」
作
り
、
音

楽
、
ゲ
ー
ム
な
ど

▽
日
時　

６
月
１
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

▽
場
所　

淡
路
ワ
ー
ル
ド
ビ
レ
ッ
ジ

▽
募
集
人
数　

先
着
50
組

※
子
ど
も
は
小
学
生
低
学
年
以
下

▽
会
費　

大
人
３
０
０
円
、子
ど

も
１
０
０
円

▽
申
込
締
切　

５
月
15
日（
木
）

▽
申
込
方
法　

参
加
者
全
員
の
住

所
、氏
名
、年
令
、電
話
番
号
を
記

入
の
上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

問
同
事
務
局
☎
46
・
０
４
６
７

　

F
　

46
・
０
０
９
４

　

メK
a
ta

y
a
m

a
5

5
8

@
se

a
.

san
n
et.n

e.jp

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
人
権
擁
護

委
員
が
人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と

や
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
２
日
（
月
）

　

午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所　

緑
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西

淡
庁
舎
、
三
原
市
民
セ
ン
タ
ー
、

南
淡
公
民
館

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

　

洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
で
は
、

こ
こ
ろ
の
悩
み
や
病
気
に
関
す
る

相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

５
月
21
日
（
水
）、
７
月

１
日
（
火
）、
９
月
17
日
（
水
）、

11
月
４
日
（
火
）、
翌
年
１
月
21

日
（
水
）、
翌
年
３
月
３
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所　

緑
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
相
談
員　

精
神
科
医
師
、
保
健

師
に
よ
る
個
別
相
談

広報 

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

産さ
ん

地ち

消し
ょ
う

」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
7
時
～
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
１
０
９

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
～
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
と
れ
た
て
わ
ー
る
ど

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
９
時

▽
場
所　

シ
ー
パ
内　

問
事
務
局
☎
36
・
０
１
６
４

　 ５月の
　 無料相談
法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　13日（火）・22日（木）13:30～16:30
◆場所　三原市民センター
問市民課☎43-5023（予約必要）
行政相談
◆内容　行政相談委員による相談
◆日時　８日（木）13:30～15:00
◆場所　三原市民センター
問市民課☎43-5023（予約不要）

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　三原市民センター2階
問市消費生活センター☎43-5099 

出張消費生活相談
◆日時　13日（火）・20日（火）・27日（火）
　　　　13:30～15:30
◆場所　13日＝緑市民センター、20日＝   
            西淡庁舎、27日＝南淡公民館
問市消費生活センター☎43-5099 

司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・法律相談・成年後見に関
　　　　する相談
◆日時　21日（水）
　　　　18:00～21:00
◆場所　洲本文化体育館
◆申込　ひろせ法務事務所
　　　　司法書士 廣瀬政行まで
　　　　☎33-0217（予約必要） 

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　12日(月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　土井惠一朗行政書士事務所
　　　    ☎53-1771（予約必要） 

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　28日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　構研設計一級建築士事務所
　　　　☎0799-64-1199（予約必要）
教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　12日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152（予約必要）
 母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆申込　福祉課☎44-3013
 家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登
　　　　校、いじめ等に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆申込　家庭児童相談室☎44-3013

※
予
約
の
状
況
に
よ
り
、
場
所
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　

☎
26
・
２
０
６
０

ホームドクターアリス 
しろあり・害虫駆除の専門店 

南あわじ市北阿万筒井76-1 

問☎55-0800 
調査・見積 
　 無料！ 

地元の業者にお任せを！ 
気軽にご連絡ください。 
　　　相談受付中 

しろあり・羽アリ
ヤマトシロアリ・イエシロアリ

しろありの予防と駆除

▲子育て応援協賛店シール



まなびの扉
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
倭文公民館☎46-0001
松帆地区公民館・
松帆市民交流センター☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館・
伊加利市民交流センター☎39-0567
西淡志知公民館
西淡志知市民交流センター☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館
神代市民交流センター☎42-5958
三原志知公民館・
三原志知市民交流センター☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

ま
な
び
の
扉

2014.5.1発行

▽
日
時　

5
月
10
日（
土
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
参
加
費　

無
料

※
開
始
時
間
が
前
後
す
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す

◆
同
時
開
催
「
万
葉
歌
書
道
展
」

▽
期
間　

5
月
10
日（
土
）～
13
日

　
（
火
）最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

問
南
淡
公
民
館
☎
50
・
３
０
４
８

淡
路
文
化
会
館

　
　「
生
活
創
造
情
報
プ
ラ
ザ
」

　

生
活
創
造
情
報
プ
ラ
ザ
は
、
淡

路
地
域
で
の
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
創
造
に
向
け
、
芸
術
・
文

化
・
健
康
・
ま
ち
づ
く
り
等
に
取

り
組
む
グ
ル
ー
プ
の
活
動
拠
点
と

し
て
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

▽
利
用
料　

無
料

※
要
登
録
。
印
刷
機
は
１
か
月
あ

た
り
５
０
０
０
枚
ま
で
無
料
。

た
だ
し
紙
は
各
自
持
参

※
申
込
方
法
等
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
淡
路
文
化
会
館

　

☎
０
７
９
９
・
85
・
１
３
９
１

納
涼
祭
参
加
者
募
集

　

７
月
21
日
に
行
わ
れ
る
音
楽
祭

の
参
加
者
選
考
会
を
行
い
ま
す
。

▽
募
集
内
容　

ジ
ャ
ン
ル
不
問
。

市
内
在
住
の
音
楽
や
芸
術
に
携

わ
る
個
人
ま
た
は
団
体

●さようなら、おばあちゃん
メラニー･ウォルシュさく（ほるぷ出版）

おばあちゃんが死んじゃっ
た。それってどういうこと？
おばあちゃんはもういな
いの？どうしてみんな死ん
じゃうの？死と向き合う子
どもの疑問に、やさしいこと
ばで答えるしかけ絵本。

● おひとり様かも？と思っ
たら始めるお金計画
中村　薫著（学研パブリッシング）

緑公民館図書室
☎44-3008

●こう考えれば話は一瞬で面白くなる！ 
小川　仁志著（青春出版社）

自分の頭の中にあるものを
１００％伝えたいのなら、哲学
的思考を身につけ、実際に頭を
使って考える訓練が必要。哲学
の視点から「うまく伝える」ノウ
ハウを提案する。ソクラテス、
ヘーゲルなど、賢人の対話術が
身に付く一冊。

●イカになあれ
真珠　まりこ作（講談社）

三原図書館

●苔玉と苔　育て方ノート
砂森　聡著（家の光協会）

「きみに児童会長になってほ
しい」 横山雷太たちがやっ
ている「なんでも屋」にとん
でもない依頼が舞い込んだ! 
依頼人は去年1票差で児童
会長選挙に負けた先輩。依
頼を受けることにした雷太
だったが…。

西淡公民館図書室
☎37-3028

●ドクちゃんは父になった ベトちゃんドクちゃ
ん分離手術を支えた人たち　野島 和男(訳)編著（高文研)

結合双生児として生まれたド
ク。分離手術に成功した彼は
2006年に結婚。一男一女の
双子の父親となった。彼を支
えた医師団や看護師たちの秘
話、手術の様子、ベトナムの国
事情などを紹介する。

南淡図書館
●「やる気スイッチ」が入
る！３０のヒント
松田　正男著（ＰＨＰ研究所）☎53-0234☎43-5037

●5年2組横山雷太、児童会長に立候補し
ます!  いとう　みく作／鈴木　びんこ絵（そうえん社）

甲
種
防
火
管
理
者
資
格

　
　
　
　
　
　
　
取
得
講
習
会

　

防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ

る
予
定
の
あ
る
人
を
対
象
に
資
格

取
得
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
24
日
（
木
）・
25
日

（
金
）
※
２
日
と
も
要
出
席

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
受
講
料　

６
１
７
０
円

▽
申
込
期
間　

６
月
19
日
（
木
）

～
６
月
24
日
（
火
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合

　

☎
24
・
２
４
１
６

『
万
葉
集
』講
座 

講
演
会

▽
演
題　
『
万
葉
集
』の
魅
力
―「
い

　

の
ち
」を
詠
む
歌
―

▽
講
師　

川
井
盛
次
氏
（
元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
名
古
屋
文
化
セ
ン
タ
ー
講
師
）

働
く
婦
人
の
家

❶
プ
ラ
ン
タ
ー
菜
園
講
座

▽
内
容　

ミ
ニ
ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン

の
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
を
学
ぶ

▽
日
時　

5
月
14
日（
水
）・
６
月
11

日（
水
）午
後
1
時
30
分
～
3
時

▽
定
員　

20
人

▽
講
師　

高
部
博
光
氏

❷
手
芸
講
座

▽
内
容　

和
布
で
飾
り
小
物
作
り

▽
日
時　

5
月
21
日（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
定
員　

20
人

▽
持
ち
物　

裁
縫
道
具

▽
費
用　

材
料
費
自
己
負
担

❶
❷
共
通

▽
申
込
締
切　

5
月
10
日（
土
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

滝
川
記
念
美
術
館
　
玉
青
館

◆
特
別
展

　「
玉
青
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅱ
」

▽
期
間　

６
月
29
日
（
日
）
ま
で

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

▽
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

※
５
月
５
日
（
月
）
は
開
館
。

　

５
月
７
日
（
水
）
休
館

◆
玉
青
館
「
友
の
会
」
会
員
募
集

▽
申
込
方
法　

入
会
申
込
書
に
会

費
を
そ
え
て
持
参
。
ま
た
は

郵
便
振
替
で
も
ご
入
金
可

▽	
会
費　

年
額
１
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
友
の
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

下
水
道
排
水
設
備
工
事

　
　
　
責
任
技
術
者
更
新
講
習

▽
申
込
受
付　

5
月
12
日
（
月
）

～
23
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
除
く

▽
窓
口　

市
役
所
企
業
経
営
課

▽
講
習
手
数
料　

８
５
０
０
円

▽
講
習
日　

	

7
月
31
日
（
木
）

▽
会
場　

し
づ
か
ホ
ー
ル

問
兵
庫
県
ま
ち
づ
く
り
技
術
セ
ン

タ
ー
下
水
道
企
画
課

　

☎
０
７
８
・
３
６
７
・
１
２
０
５

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　

玉
藻
前
曦
袂	

三
段
目

道
春
館
の
段

▽
期
間　

８
月
下
旬
ま
で

◆
淡
路
人
形 

二
つ
の
巻
物
展

▽
内
容　

淡
路
人
形
の
貴
重
資
料

　
「
芝
居
根
元
記
」
と
「
操
曲
入

門
口
伝
巻
」
の
展
示
と
解
説

▽
期
間　

６
月
末
ま
で

◆
土
文
芸 

淡
路
雑
俳
展

▽
期
間　

５
月
17
日
（
土
）
～
７

月
27
日
（
日
）

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

第
59
回
阿
波
お
ど
り
体
操

　
　
　
　
　
　 

　
講
習
会

▽
日
時　

５
月
10
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

劇
団
キ
ッ
ズ
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
in
南
淡
図
書
館

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
夢
降
る
森
の
白

雪
姫
』
の
上
演
と
『
こ
ど
も
部
屋
の

ア
リ
ス
』
の
朗
読
劇
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
１
日
（
日
）

　

午
後
３
時
～

▽
場
所　

南
淡
図
書
館

問
南
淡
図
書
館
☎
53
・
０
２
３
４

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9：30～19：00
 ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
 （緑・西淡公民館図書室は土曜日も17：00まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

 ５月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　2　　3

　4　　　5　　　６　　７　　　8　　9　　10

11     12      13　　14    　15　　16      17

18       19     20　　21     22　　23      24

25     26      27　　28　29　30   31
月末整理

※○はおやすみです
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104シリー
ズ

　湊里に広がる遺跡で、弥
やよ い

生時代終わり頃か

ら江
え

戸
ど

時代までの生活の跡が見つかっており、

今回は江戸時代を紹介します。柿
かき

木
のき

谷
だに

池
いけ

に近

い田から、江戸時代後半頃の焙
ほう

烙
らく

と土
は

師
じ

質
しつ

土
ど

器
き

皿
ざら

が浅い穴から出土しました。焙烙はもともと

は茶葉や豆などを炒
い

る土
ど

鍋
なべ

ですが、皿が30枚

以上一緒に出土したので単なる廃棄ではなく

故意に置かれたと

考えられます。何か

祀
まつ

りをしたのかもし

れません。

問埋蔵文化財調

　査事務所

☎42-3849

里さ

と

原は

ら

田だ

遺い

跡せ

き

３

▽
日
時　

６
月
15
日
（
日
）

▽
場
所　

三
原
地
区
内
音
楽
会
場

▽
応
募
締
切　

５
月
15
日
（
木
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
事
前
に

選
考
を
行
い
ま
す

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
同
実
行
委
員
会
（
登
日
）

　

☎
０
８
０
・
５
７
０
６
・
１
４
０
７

第
１
２
１
回
神
代
天
体
観
測
会

　
　
　「
木
星
・
火
星
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

５
月
18
日
（
日
）

　

午
後
7
時
30
分
～

▽
場
所　
　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
そ
の
他　

悪
天
候
時
は
神
代
地

区
公
民
館
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
。
保
護
者
同
伴

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

淡
路
人
形
座（
５
月
公
演
）

◆
母
の
日
イ
ベ
ン
ト（
５
月
11
日
）

　

日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
、
お
母

さ
ん
を
誘
っ
て
芝
居
鑑
賞
し
ま
せ

ん
か
。
お
子
さ
ん
連
れ
の
お
母
さ

ん
に
限
り
鑑
賞
料
を
半
額
に
し
ま

す
。

※
５
月
14
日
（
水
）
は
施
設
改
修

　

工
事
の
た
め
臨
時
休
館

※
通
常
公
演
は
午
前
10
時
、11
時
、

午
後
１
時
、２
時
、３
時
の
１
日

５
回
公
演
。公
演
内
容
、料
金
等

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

▲出土した焙烙と土師質土器皿

５月初回トレーニング講習会

日 曜日 第１講習 第２講習

16 金 14:00～ 19:00～

31 土 10:00～ 15:00～

●対　象　16歳以上の人※定員６人
●受講料　500円（市内）
　　　　　※２回目以降200円（市内） 
●講習時間　１時間30分

ヨガ教室受講者募集

問文化体育館☎50-5077

●対　象　16歳以上の人
●定　員　６０人（予約必要）
●受講料　4,000円(市内、全８回）

文化体育館
回数 　　月日 曜日 開始時間

第１回 ５月 16 日 金 19:30 ～

第２回 ５月 23 日 金 19:30 ～

第３回 ６月 13 日 金 19:30 ～

第４回 ６月 27 日 金 19:30 ～

第５回 ７月 11 日 金 19:30 ～

第６回 ７月 25 日 金 19:30 ～

第７回 ８月　８日 金 19:30 ～

第８回 ８月 22 日 金 19:30 ～

　ヨガでは、身体を動かしながら
呼吸を深め、ボディーメイク効果を
高めるプログラムです。
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  ５月の健康カレンダー

 休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）

診察日  9：00～11：30
13：00～16：30 19：00～22：30

 ３日（土） 福 原 正 博 医師 日 笠 久 美 医師

 ４日（日） 前 田 昌 己 医師 前 田 昌 己 医師

 ５日（月） 宮 崎 美 枝 医師 橋 田 友 孝 医師

 ６日（火） 村 野 謙 一 医師 宮 崎 美 枝 医師

11日（日） 大 鐘 稔 彦 医師 浦 瀬　 巌 医師

18日（日） 穀 内 勇 夫 医師 大 鐘 稔 彦 医師

25日（日） 西 口　 弘 医師 穀 内 勇 夫 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00

◆小児夜間救急電話センター
　毎日午後10時～午前６時までの間、島内医師が

輪番で小児夜間救急診療を行っています。電話セ

ンターへ電話していただくと看護師が症状を聞き、

必要な時は当日の担当医療機関を紹介します。

問小児夜間救急電話センター☎44-3799

◆休日小児救急診療
　日曜・祝日・年末年始の午前９時～午後５時まで

の間、みなと元気館内の洲本市応急診療所にお

いて、小児科医の輪番による小児救急診療所を

開設し、救急患者に対応しています。

問洲本応急診療所☎24-6340

小児救急医療

18
広報 

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）　
内容  日 曜日　時間 場所

阿波踊り体操
７ 水

10:00 ～ 緑保健福祉センター
21 水

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎44-3004）まで

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 15 木 13:15 ～ 13:30

緑保健福祉センター

４か月児健康診査
（26年１月生）

27 火 12:30 ～ 13:00

10か月児健康診査
（25年7月生）

20 火 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（24年10月生）

７ 水 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（24年２月生）

28 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（23年4月生）

13 火 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（21年5月生）

26 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（23年2月･23年8月生）

21 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（25年３月生）

13:30 ～ 14:00
12 月

（25年10月生） 30 金
食育講座赤ちゃん栄養サロン
（25年12月生）

22 木 ９:45 ～ 10:00

遊びの教室（予約制） 1 木 ９:30 ～９:45
発達支援相談（予約制） 1 木 13:30 ～

● 愛育班活動
内容   日   曜日 場所

愛育班活動　 15 木 　　　　沼島総合センター

● 健康相談・個別健康教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

生活習慣病相談、栄
養相談、血圧測定、
体脂肪測定など

９ 金

９:00 ～ 10:30

三原保健センター
１2 月 緑保健福祉センター
１9 月 西淡保健センター
29 木 南淡福祉保健センター

● 献血
  日    　曜日 　　     受付時間 　　場所

15 木 11:30 ～ 16:00 西淡公民館

認知症を支える家族の会　スマイル

いきいき食育教室～いずみ会リーダー養成講座

　認知症の介護の悩みを一人で抱え込んでいま

せんか？日ごろの思いを話しあえる場です。

日時　５月14日（水）14:00～15:00

場所　三原公民館

問地域包括支援センター☎44-3006

　いきいき食育教室の受講者を募集します。

期間　６月1２日～翌年1月まで計11回

場所　緑保健福祉センターほか

内容　バランスのよい食事や適度な運動、生活習

　慣病予防の献立づくりや実習など。

参加費　実習材料費等（年間1,000円程度)

問洲本健康福祉事務所健康管理課☎26-2062

　赤ちゃんを感染症から守るために予防接種は大切です。また、予防接種を受ける
ことは社会から感染症をなくすことにも大きな役割を果たします。忘れずに予防
接種を受けるようにしましょう。

問健康課☎44-3004

こどもの予防接種はお済みですか？こどもの予防接種はお済みですか？

市の予防接種
　市では、国の法律に基づいて行っている
「定期接種」と、市が接種を進めている「行
政措置予防接種」を行っています。対象とな
る方には個別に通知を送付しています。市が
行っている予防接種を受けられる市指定医療
機関は市のホームページに掲載しています。
昨年度から一部変更になっています。３月ま
　　　　　　　　　　　でに配布された医療
　　　　　　　　　　　機関名簿をお持ちの
　　　　　　　　　　　人はホームページで
　　　　　　　　　　　ご確認いただくか、
　　　　　　　　　　　健康課までお問い合
　　　　　　　　　　　 わせください。

追加接種が必要な理由
　予防接種には必要な接種回数、接種に適した
時期などがあります。大切なのは免疫をつける
ために、決められた回数を最後まで行うことで
す。初回免疫だけだと、短期間で抗体価が下が
ってしまいます。間隔をあけて追加接種するこ
とで長期に渡って高い抗体価を維持できます。
かかりつけ医を決めて、スケジュールを相談し
ながら進めていくとよいでしょう。

麻しん風しん予防接種（2期）
　

　平成26年度接種対象者は平成20年４月２日
生まれから平成21年４月１日生まれとなって
います。接種期間は平成27年３月31日まで、
配布している予防接種手帳にある予診票と母子
健康手帳を持参のうえ、医療機関で接種を受け
てください。

【お知らせ】

日本脳炎予防接種（2期）
　平成26年度接種対象者は平成８年４月２日
生まれから平成９年４月１日生まれとなってい
ます。対象者へは通知していますので、医療機
関で接種を受けてください。なお、９歳以上で
１期接種を終了している人で２期接種を希望さ
れる人は健康課へご連絡ください。

忘れずに予防接種を！
　予防接種を受けると、その病気に対する免
疫（抵抗力）がつくられ、その人の感染症の
発症あるいは重症化を予防することができま
す。また、周りの人たちが免疫を獲得してい
ると、集団の中に
感染患者がでても流
行を阻止することが
できる「集団免疫効
果」が発揮されます。

  STOP!!
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阿那賀診療所
☎39-0668

（月曜日）
9：00～12：00
14：00～17：00
（金曜日）
9：00～12：00
16：00～17：00
（水・土曜日）
　9：00～12:00

伊加利診療所
☎39-0886

（金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15
（火・木曜日）
9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15

　正解者の中から抽選で５人に図書カード1,000

円分をプレゼント！（当選は発送をもって発表にか

えさせていただきます）

■応募方法（①～⑤全回答必須）
　①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、　

⑤広報やさんさんネット、南あわじ市に対するご
意見・ご感想をお書きの上、情報課までご応募く

ださい。■応募〆切　５月１５日（木）※消印有効

〒 656-0472　南あわじ市市善光寺 18-27

南あわじ市役所情報課広報クイズ係　宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　児童館で子どもたちが
　広報クイズ 全小学校に外国人講師と

外国語活動支援員を派遣

▲二次元コード
携帯電話のバーコード
リーダで読み取り、クイ
ズに応募できます

※
４
月
号
の
正
解
は「
手
魚
舎（
ち
ょ
う
ぎ
ょ
し
ゃ
）」。 

21
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

「●●●●染め」の作品づくりを体験しました。

さて、●●●●に入る、これから収穫の最盛をむか

える南あわじ特産の野菜の名前は何でしょう？

（ヒントは、広報 22 頁、ひらがなでは４文字です）

2014.5.1発行

▲●●●●染めの作品を手にする子どもたち

子育て広場
●催し ※要申込

行事名 日時 費用等

①親子で楽しく季節
のアルバムづくり

19日
10:00～
10：45

働く婦人の家、50円、子どもの写真、
のり、はさみ、マスキングテープ、サイ
ンペン、申込締切14日

②５月のおたんじょ
うびパーティー

19日
11:00～

働く婦人の家、100円、
11時に写真撮影で時間厳守、
申込締切14日

③アロマ教室（蚊よ
けアロマスプレー）

19日
13:00～

働く婦人の家、500円、
定員20人、申込締切14日

④プチ トートバッ
ク作り

26日
13：00～

働く婦人の家、100円、裁縫道具、
申込締切21日

⑤安全ぼうやを作
ろう

6月1日
10：30～
13：00

三原健康広場、800円、汚れても良い
服装、米2合、三角巾、エプロン等、
定員15組、申込締切16日

●自由あそびのコーナー （平日９：00～16：00）
場所 内容

働く婦人の家　
常設の遊びのコーナー（ふれあいプレイルーム）

自由な時間に親子で遊ぶことができます。

問子育て学習・支援センター ☎42-7703、９：00～16：00

●出前ひろば（公園感覚の自由あそびの広場、申込は不要）
ひろば名 ５月の開設日 場所 時間
みどり ２,７,９,14,16,２3,２8,30 緑保健福祉センター

10:00
～

11:30

みはら 1,8,13,２0,２７,２９ 働く婦人の家

せいだん 1,8,13,1５,２0,２７,２９ 西淡保健センター

なんだん ２,７,９,14,16,２1,２3,２8,30 南淡公民館

　年齢別ひろばが今月より始まります。 お子さんの年齢に合

わせた、いろいろな体験やふれあいあそびを行います。 同じ

年齢のお子さんを持つ保護者同士の情報交換もできます。 

　親子で、ひろばデビューしませんか。 お待ちしています。

　南あわじ市では、平成 17 年度から全小学校に外国人

講師（ＡＬＴ）を派遣しています。

　平成 26 年度からは、５・６年生の外国語活動の時間を

中心に、英語が話せる日本人を「外国語活動支援員」（ＳＴ）

として新たに派遣し、担当教員、ＡＬＴと協力して、外国語

活動の授業の充実を図ります。

平成26年４月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

●人　口 50,061人（前月比－157人）

　    （男） 24,162人（前月比－53人）

　    （女） 25,899人（前月比－104人）

●世帯数 18,974世帯（前月比＋38世帯）

※平成26年４月１日現在

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
南　　尚吾（明石市）

木本　雅之（広　田）

船越　勇佑（洲本市）

伊勢　友貴（榎　列）

土居　裕章（志　知）

桜木　　航（阿　万）

中西　雄矢（北海道）

守　　健晴（志　知）

井上　智志（阿　万）

中川　裕之（明石市）

露本　和也（　市　）

竹口　　智（　湊　）

由良　慎治（阿　万）

藤本　泰敏（八　木）

嶽肩　正顕（広　田）

山本　愛実（倭　文）

池田　佳代（広　田）

西山稀良 （々北阿万）

松谷未和子（阿那賀）

大谷　祐未（志　知）

中瀬　友見（福　良）

宮下　千夏（　市　）

入谷　裕香（神　代）

古池　良子（潮美台）

北野　理紗（阿　万）

和田　育実（　湊　）

髙尾　優子（　湊　）

塩川　友美（賀　集）

大橋加奈子（尼崎市）

竹内　道子（北阿万）

３ 月 14 日

３ 月 16 日

３ 月 18 日

３ 月 22 日

３ 月 25 日

３ 月 28 日

３ 月 28 日

３ 月 31 日

４ 月 ５ 日

４ 月 ６ 日

４ 月 ７ 日

４ 月 ８ 日

４ 月 11 日

４ 月 12 日

４ 月 14 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日

菊川　益子
天野　喜博
谷池よし子
谷 口　　 男
辻　　 正 嗣
森　コアキ
福田三千男
犬塚　乕一
濱 野　　 博
西山　君代
土井　恵喜
原田ス　子
齊藤　英雄
山本しず子

福 良
福 良
津 井
賀 集
八 木
倭 文
広島県
広 田

湊
北阿万
神 代
賀 集
八 木
広 田

90
58
70
97
96
93
72
87
44
86
55
91
78
95

３ 月 15 日
３ 月 17 日
３ 月 17 日
３ 月 17 日
３ 月 17 日
３ 月 17 日
３ 月 19 日
３ 月 20 日
３ 月 20 日
３ 月 21 日
３ 月 23 日
３ 月 23 日
３ 月 26 日
３ 月 26 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

野 口　 楓
ふ う な

菜

ディアラ プリシ
ラ桜

さくらこ

子 サフィヤ

福 原 美
み ゆ な

結 菜

宮 本　 拳
けんしょう

将

松 岡　 怜
れ い ほ

穂

西　　 紬
ゆ う み

心

田 村　 心
し お ん

穏

島 長　　 還
めぐる

山 中　 蒼
そ ら

空

倉 本　　 泰
たい

荒 木　 愛
ま な

菜

谷 川　　 誉
ほまれ

橋 野 凪
な な み

奈 海

樫 村　 旺
お う き

希

林　 総
そういちろう

一 郎

権 上　 琴
こ と は

花

名 主 川 桔
きっぺい

平

福 岡　 大
た い し

真

山 形 仁
に い な

依 愛

濵 本　 航
こ う

羽

小 橋　 柚
ゆ づ き

月

細 川　　 蘭
らん

片 山　 智
あ き と

仁

増 田　 奈
な い ん

音

松 原　 雄
ゆ う と

都

坂 田　 莉
り と

都

勝 羅　 七
な な せ

彩

山 本　 碧
あ お と

翔

山 本　 奏
か な と

翔

女

女

女

男

女

女

男

男

男

男

女

男

女

男

男

女

男

男

女

男

女

女

男

男

男

男

女

男

男

智 崇

マハマドゥ
   

佐登士
周 作

賢
一 佳
富 弘

渉
隆 二

亮
秀 紀

肇
吉 徳
麻奈美
雄一郎
真 稔
英 彦
浩 志
和 誠

司
誠 史
祥 平
英 幸
晋 也
正 則
健 祐
直 人

剛

剛

市

東京都

広 田
福 良
大阪府
倭 文
沼 島
大阪府
広 田
阿 万
東京都
八 木
阿那賀
北海道
神 代

市
北阿万
広 田
松 帆
阿 万
松 帆

市
八 木
賀 集
榎 列
榎 列

市
潮美台
潮美台

３ 月 ５ 日

３ 月 ６ 日

３ 月 ７ 日
３ 月 11 日
３ 月 13 日
３ 月 14 日
３ 月 17 日
３ 月 18 日
３ 月 18 日
３ 月 19 日
３ 月 23 日
３ 月 23 日
３ 月 23 日
３ 月 25 日
３ 月 27 日
３ 月 28 日
３ 月 28 日
３ 月 29 日
４ 月 １ 日
４ 月 ２ 日
４ 月 ３ 日
４ 月 ３ 日
４ 月 ４ 日
４ 月 ６ 日
４ 月 ６ 日
４ 月 ７ 日
４ 月 ８ 日
４ 月 ９ 日
４ 月 ９ 日

氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日

冨士元とめ子
船越　好子
前川　光郎
岡崎　照美
　　としゑ
榎本　正義
西本あやこ
山 本　　 優
大塚かや子
中谷たみ　
池㞍千惠子
髙田　和夫
土井　敏子
岡　喜代子

木下きよこ
沼津しずゑ
田村　幹二
土居あさみ
武井　成治
矢内　芳雄
湯浅　豊秋
榎本　一男
下賀　文夫
　治田武男
喜田　衣里
前田　伸二
喜田　武昌

榎 列
北阿万
榎 列
志 知
阿那賀
神 代
北阿万
賀 集
志 知
松 帆

湊
松 帆
阿 万
志 知

八 木
沼 島
神 代
松 帆
八 木
賀 集
福 良
福 良
志 知
松 帆

市
潮美台

市

91
102
94
77
83
91
100
75
88
92
84
83
88
92

84
93
88
59
72
96
55
73
66
85
39
59
76

３ 月 27 日
３ 月 27 日
３ 月 30 日
３ 月 31 日
３ 月 31 日
４ 月 １ 日
４ 月 １ 日
４ 月 ２ 日
４ 月 ３ 日
４ 月 ３ 日
４ 月 ４ 日
４ 月 ４ 日
４ 月 ４ 日
４ 月 ６ 日

４ 月 ６ 日
４ 月 ６ 日
４ 月 ７ 日
４ 月 ９ 日
４ 月 11 日
４ 月 11 日
４ 月 11 日
４ 月 12 日
４ 月 12 日
４ 月 12 日
４ 月 13 日
４ 月 13 日
４ 月 14 日

死亡

赤ちゃん誕生から入園前のお友達集まれ～

※広報４月号の３月14日婚姻の山本さんのお名前に誤りがありました。
　訂正して、お詫び申し上げます

 ●年齢別ひろば ※要申込

ひろば名 対象 開催日 時間 内容

いちご 10か月まで 21 日
10:00～
　11：00

はじめましての会　
みんな集まれ～ママ友作りま
せんか（働く婦人の家で開催）
100円、申込締切14日

ばなな
ぶどう

11か月～
 就園前まで 22 日

10:00～
　11：00

イングランドの丘へ遠足（現
地集合9：50）申込締切19日

出前ひろば
（4月11日）

▲６年生の授業風景

▲５年生の授業風景

　ＳＴは、授業の中で、

英語で話すモデルと

なったり、児童一人ひ

とりに英語で話しかけ

たりする他、授業づくり

の際の支援も行います。

　小学生の頃からネイ

ティブな英語に触れた

り、外国の文化に慣れ

親しんだりすることで、

「国際感覚を身に付け

た南あわじっ子」の育

成を目指しています。

問学校教育課
   ☎37-3018
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ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

2014.5.1発行
広報 

関
西
ま
ち
づ
く
り
賞
を
受
賞

児
童
館
で
楽
し
い
コ
ラ
ボ・イ
ベ
ン
ト

「
福
良
町
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
が
受
賞

「
ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
創
生
塾
」
と
の
コ
ラ
ボ
・
イ
ベ
ン
ト

　

三
原
図
書
館
２
階
の
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
資
料
館
で
山
初
律
子
写
真

展
「
は
じ
ま
り
の
島
」
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

川
西
市
出
身
の
山
初
さ
ん
、カ

メ
ラ
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
カ
ト

レ
ア
の
花
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、

写
真
に
残
し
て
お
き
た
い
と
思
っ

た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。２
０
０
３
年

か
ら
は
写
真
家
の
染
谷
學
氏
の
も

と
で
写
真
に
つ
い
て
勉
強
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
作
品
は
専
門
誌
で
も

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

数
年
前
か
ら
淡
路
島
に
魅
せ
ら

れ
、
淡
路
島
に
通
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
写
真
展
「
は
じ

淡
路
人
形
座

南
あ
わ
じ
市
交
通
対
策
協
議
会

淡
路
人
形
座
50
周
年
で
三
番
叟
奉
納

交
通
事
故
防
止
、街
頭
呼
び
か
け

山
初
律
子
写
真
展「
は
じ
ま
り
の
島
」、　13
日
ま
で

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

▲市役所で原 孝会長（右）が受賞を報告（4月11日）

▲玉ねぎ染めの作品を手に喜ぶ児童たち

の
合
唱
な
ど
で
触
れ
合
い
な
が
ら
、

阪
神
淡
路
大
震
災
の
体
験
談
を
伝

え
る
教
室
も
開
か
れ
、防
災
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は「
玉
ね
ぎ
染
め
が

綺
麗
に
で
き
て
良
か
っ
た
」「
い
ろ

ん
な
歌
を
み
ん
な
で
歌
え
て
気
持

ち
良
か
っ
た
」と
笑
顔
で
し
た
。

　

ま
た
、震
災
体
験
談
を
伝
え
る

教
室
で
は
、今
こ
こ
で
地
震
が
起

こ
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
、海
と
反
対
の

山
側
へ
逃
げ
る
こ
と
や
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
こ
と
の
大
切
さ
が

児
童
た
ち
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

関
西
ま
ち
づ
く
り
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
の
賞
で
は
日
本
都
市
計
画

学
会
関
西
支
部
が
、
毎
年
先
進
と

な
る
活
動
や
特
色
あ
る
画
期
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
は
、
防
災
と
観
光
を

組
み
合
わ
せ
た
活
動
や
大
学
と
の

連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
夜
間
避
難
訓
練
な

ど
、
住
民
と
各
種
団
体
が
一
体
と
な

っ
た
訓
練
や
、
全
国
か
ら
視
察
を
受

け
入
れ
て
防
災
活
動
を
紹
介
す
る

魅
力
発
信
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

毎
年
秋
の「
う
ず
ま
る
フ
ェ
ス
タ
」

や
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
観
光
客

ら
も
楽
し
み
な
が
ら
津
波
防
災
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
機
会
と
な
っ

て
、
路
地
裏
探
訪
で
は
、
ま
ち
歩
き

で
福
良
の
魅
力
に
触
れ
な
が
ら
避

難
路
の
確
認
な
ど
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
同
協
議
会
の
原 

孝
会
長

は
「
想
定
外
と
い
う
言
葉
は
使
わ

な
い
！ 

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
こ
れ
か

ら
も
津
波
防
災
日
本
一
の
ま
ち
を
め

ざ
し
て
継
続
し
た
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

児
童
館
で
3
月
26
日
、生
涯
学

習
と
し
て
県
が
主
催
す
る「
ふ
る

さ
と
ひ
ょ
う
ご
創
生
塾
」に
学
ぶ

人
た
ち
と
児
童
た
ち
が
交
流
す
る

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

春
休
み
で
集
ま
っ
た
市
内
小
学

１
年
～
５
年
生
の
児
童
26
人
と
創

生
塾
で
、子
育
て
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
神
戸
や
明

石
な
ど
か
ら
参
加
し
た
5
人
の
塾

生
ら
が
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

　

玉
ね
ぎ
染
め
や
工
作
、生
演
奏
で

▲三番叟を奉納する淡路人形座員

ま
り
の
島
」
は
古
事
記
に
登
場
す

る
国
生
み
神
話
に
お
い
て
は
じ
ま

り
の
島
と
し
て
登
場
す
る
淡
路

島
・
沼
島
の
写
真
33
点
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

同
資
料
館
の
中
西
館
長
は
「
淡

路
の
祭
り
や
自
然
な
ど
地
元
の
人

は
見
な
れ
た
光
景
も
優
れ
た
写
真

家
に
切
り
取
ら
れ
る
と
新
た
な
感

動
が
あ
る
。
是
非
見
に
来
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
山
初
律
子
写
真
展

　
　
　
　
　「
は
じ
ま
り
の
島
」

▽
期
間　

５
月
13
日（
火
）ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

▲山初律子さん

▲交通安全を呼びかける交通安全対策協議会メンバー

▲淡路・沼島の写真が並ぶ山初律子写真展

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
前
の

４
月
４
日
、
中
山
峠
で
ド
ラ
イ
バ
ー

に
交
通
安
全
街
頭
呼
び
か
け
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
南
あ
わ
じ

警
察
署
や
市
交
通
安
全
協
会
な
ど

で
つ
く
る
市
交
通
安
全
対
策
協
議

会
が
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
約
70

人
が
参
加
し
て
交
通
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
た
後
、
国
道
に
並
ん
だ

参
加
者
ら
は
「
６
日
か
ら
交
通
安

全
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
安
全
運

転
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を

か
け
な
が
ら
、
飲
酒
運
転
撲
滅
と

書
か
れ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
標
語
が
書

か
れ
た
手
作
り
の
鈴
を
ド
ラ
イ
バ
ー

一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
交
通
安
全
協
会
の
中

田
明
樹
会
長
は
「
今
回
の
運
動
が

１
件
で
も
交
通
事
故
減
少
に
つ
な

が
れ
ば
と
思
う
。
ま
た
運
動
期
間

中
だ
け
で
な
く
１
年
を
通
し
て
啓

発
に
努
め
た
い
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

発
足
50
周
年
を
迎
え
る
淡
路
人

形
座
が
４
月
８
日
、淡
路
人
形
浄
瑠

璃
発
祥
の
地
で
あ
る
三
條
八
幡
神

社
で
三
番
叟
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

約
５
０
０
年
前
に
西
宮
の
人
形

遣
い
百
太
夫
が
市
三
條
に
伝
え
た

の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、約
４
０
０
年

前
に
現
在
の
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の

形
が
作
ら
れ
ま
し
た
。最
盛
期
の
江

戸
時
代
に
は
40
以
上
の
座
が
興
行

し
て
い
ま
し
た
が
、戦
後
に
衰
退
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。昭
和
39
年
に
伝

統
芸
能
を
守
ろ
う
と
地
元
有
志
や

現
役
座
員
、Ｏ
Ｂ
ら
に
よ
り
淡
路

人
形
座
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、座
員
や
関
係
者
ら
約

30
人
が
出
席
。同
神
社
の
境
内
に
敷

い
た
む
し
ろ
の
上
で
三
番
叟
が
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。

　

淡
路
人
形
協
会
の
正
井
良
德
理

事
長
は「
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た

の
は
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お

か
げ
。こ
の
発
祥
の
地
で
三
番
叟
を

奉
納
し
、こ
れ
か
ら
の
淡
路
人
形
座

の
発
展
を
祈
願
し
た
」と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う

30
日
・
東
京
都
）
に
出
場
。

11
・
12
歳
以
下
男
子
２
０
０

メ
ー
ト
ル
自
由
型
で
、
今
年

２
月
に
行
わ
れ
た
県
大
会
に

お
い
て
２
分
６
秒
21
の
自
己

ベ
ス
ト
を
記
録
し
て
全
国
大

会
出
場
へ
の
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。
N
Ｓ
Ｉ
南
あ
わ
じ

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
所
属

し
て
毎
日
練
習
を
欠
か
せ
な

い
増
田
さ
ん
は
「
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
目
標
に
し
て
頑
張

り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

増
田
　
達
哉
さ
ん
（
三
原
中
） 

▲山﨑 鈴子さん

　

福
良
港
津
波
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
拠
点
と
し
た
津
波
防
災
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

福
良
町
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
、

　

山
﨑
さ
ん
（
阿
那
賀
）
は
、
第

25
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー

ト
大
会
（
３
月
21
日
～
23
日
・
静

岡
県
）
に
出
場
。
ボ
ー
ト
を
１
人

山
﨑
　
鈴り
ん
子こ
さ
ん
（
柳
学
園
高
）

◆
ボ
ー
ト
競
技

全
国
大
会 

出
場

◆
水
泳
競
技

　

増
田
さ
ん
（
八
木
）
は
、
第

36
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水

泳
競
技
大
会
（
３
月
27
日
～

▲増田 達哉さん

で
漕
ぐ
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ

ル
種
目
に
お
い
て
、
県
予
選
大

会
と
近
畿
地
区
大
会
で
、
そ

れ
ぞ
れ
み
ご
と
優
勝
を
果
た

し
て
全
国
大
会
出
場
へ
の
切

符
を
手
に
し
ま
し
た
。
全
国

大
会
で
は
、
惜
し
く
も
予
選

で
敗
退
し
ま
し
た
が
、
３
月

28
日
に
市
役
所
で
開
か
れ
た

報
告
会
で
、
山
﨑
さ
ん
は
「
く

や
し
さ
を
バ
ネ
に
こ
れ
か
ら

の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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展示部門
～丹精込めた多くの力作をご高覧ください～

▽期間　５月２１日（水）～２８日（水）　
※生花は２４日（土）～２５日（日）まで
　盆栽は２３日（金）～２５日（日） 午後４時まで

南あわじの採れたて
おいしい野菜・海産物等が大集合！

▽内容　産地のファンづくりにつなげようと、市内の朝

　　　　市等が集まり、安全・新鮮採れたて野菜や海産

　　　　物等の特産品を販売します。市民のみなさんも

　　　　市特産品の良さを再発見するために出かけて

　　　　みませんか？

▽日時　５月１１日（日）午前１０時～午後３時　　

　　　　※売切れ次第終了

▽場所　淡路ファームパークイングランドの丘

会場のご案内
音楽芸能部門
～優雅な舞、心踊る音楽！～

▽日時　５月２５日（日）
　　　　午前９時～午後５時
▽場所　西淡公民館
▽内容　大正琴、詩吟、コーラス、舞踊、郷土芸能など

カラオケ部門
～心からの熱唱をお聞きください～

▽日時　５月２４日（土）
　　　　正午～午後５時

▽場所　西淡公民館

ふれあい文化芸能祭
第６回南あわじ市

問三原公民館☎43-5038

問農林振興課☎43-5025

地域特産物ＰＲイベント

会　場 内　容

緑公民館 　絵画

西淡公民館 　生花 、 手工芸

三原公民館 　写真

南淡公民館 　書道 、 盆栽

南あわじ直売フェア

昨年度の

直売フェアの様子


